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は じ め に

昭和64年1月 改元が行われ,平 成 という新 しい時代に突入 した。その元

年にあたって,特 別研究 として 「文化財の伝統的保存修復材料に関す る研

究」を発足させ,従 来の2件 と併せて3件 の特別研究を進めた。

国際交流事藁としては,例 年通 り,外 国人研究者8名 を招 き第13回 国際

シンポジウムを 「金属文化財の保存 と修復に関する今日の問題」 とい うテ

ーマのもとに実施 し多大の成果 を収めたほか ,引 続 き敦煤研究院との間

に 「敦煙文化財保存修復に関する研究協力」の一環 として相互交流を行い,

共同研究の実を高めるにいたった。なお,本 年度から新たに 「アメリカ ・

スミソニアン研究機構 との国際研究交流」の予算が認められたので,研 究

交流委員会を発足させ るとともに,科 学研究費(海 外学術調査)に よって

双方の研究者の交流 をはか り共同研究を開始した。

また,国 際交流事業に関連 して,当 研究所をアジア文化財保存修復協力

セ ンター(仮 称)と して位置づけるための調査費が認め られたので,調 査

研究会を発足 させ活動 を開始 したことも特筆すべ きことといえよう。

懸案 となっている研究所の新営については,実 施設計が認められず,実

施設計準備として少額が認められたため,予 定地内の試堀及び小規模発掘

調査を実施し遺跡等の確認を行うにとどめざるをえなかった。

終わりに本年度は伊原修復技術部長を定年で見送ることになったが,そ

の労苦に敬意 と謝意を表する次第である。

平 成3年2月

東京国ウ:文化財研究所長

濱 田 隆
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1.沿 革

1.設 立 の経緯

東京国立文化財研究所は,昭 和27年4月1日 発足 したが,そ の前身であ り母体と

なったものは,昭 和5年 に創設された政府機関の帝国美術院附属美術研究所である。

この築術研究所は,大 正13年7月,帝 国X術 院長子爵故黒田清輝の遺r=tによ り美

術奨励事業のために寄附出絹 した資金で遺言執行人が選択決定 した事業である。すな

わち遺言執行人代表伯爵樺山愛輔は,故 子爵の遺志にしたがってこの資金で行うべき

事業の選定を伯爵牧野伸顕に一任 した。牧野伯爵は帝国美術院長福原鎌二郎及び東京

美術学校長正木直彦とはかつて諸方面の意見を徴 し,ま た,わ が国美術研究の必要に

照 らして次の事業を行うこととした。

(1)美 術 に関する基礎的調査研究機関として美術研究所を設けること。

(2)黒 田子爵の作品を陳列 して同子爵の功績を記念すること。

(3)前 二項の目的を達するために適当な建物を造営すること。

(4)事 業成立の上は一切これを政府に寄附すること。

2.年 代別重要事項

昭和 元年12月 前記の事業を遂行するため委員会が設備され,東 京美術学校長正木

直彦が委員長に就任 し,美 術研究所事業については東京美術学校教授矢代幸雄,黒

田子爵作品陳列については東京美術学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和 田英

作 ・同藤島武二及び大給近清,建 築造営については東京美術学校教授岡田信一郎,

会計事務については遺言執行人打田伝吉を各委員として事務を分掌進行させた。

昭和2年2月 美術研究所準備事業を開始 した。

同 年10月 東京市上野公園内に鉄筋コンクリー ト造,半 地階2階 建,延 面積

1,192m2の 建物1棟 を起工した(本 館)。

同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美 術研究所開設のため必要な備品 ・図

書 ・写真等の研究資料を設備 し,ま た,館 内に黒田子爵記念室 を設け,同 子爵の1乍
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沿 革

品を陳列した。

同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切の外に

金15万 円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。

同5年6月28日 勅令第125号 に より帝国美術院に附属美術研究所が置かれ,東 京美

術学校長正木直彦が同研究所の主事に補せられた。

同 年10月17日 美術研究所開所式を挙行 した。

同7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物 「美術研究」

を創刊 した。

同 年4月18日 株式会社朝 日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年から向う

5か 年間毎年5千 円,合 計2万5千 円を帝国美術院に寄附したいとの申出があった。

同5年5月26日 帝国美術院はこの申出を受理した。

明治大正美術史編纂委貝会規程を設け,美 術研究所は明治大正美術史の編纂に閥す

る事務を行うことになった。

同9年10月18日 毎年10月18日 を開所肥念日と定めた。

同10年1月28日 鉄筋コンクリー ト造,2階 建,延 面積129㎡ の書庫が竣工 した。

同 年4月r日 本美術年鑑」の編纂事務を開始 した。

同 年6月1日 勅令第148}ナに より美術研兜所官制が公布された。

研究資料閲覧規程を制定し,閲 覧事務を開始 した。

同12年6月24日 勅令第281号 により美術研究所官制中改正の件が公布 され,従 来,

帝国美術院に附置されていたのを文部大臣の直轄に改められた。

同 年11月29日 気術研究所長職携規程,築 術研究所事務分掌規程が制定された。

同13年2月12日 木造,弔 燃建,延 面積97㎡ の写真室1棟 が竣1二した。

同19年8月10日 黒 田清輝の作品,並 びに写真原版を東京都西多摩郡小宮村谷聞家倉

庫に疎開 した。

同20年5月28日 美術研兜所の図書 ・賭資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本聞家倉

庫3棟 に疎開 した。

同 年7～8月 酒田市本間家倉庫に疎開した図書資料を爆撃の危険を避けるため,

さらに酒田市外牧僧根村松沢世喜雄家倉旗 ・観音寺村村上家倉庫 ・大沢村後藤作之

丞家倉庫にそれぞれ分散疎開 した。

2
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沿 革

同21年3月29日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等の東京向け発送を終了した。

同 年4月4日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京に到着 し引揚げ を完了 し

た。

同 年4月16日 東京都西多摩郡に疎開中の黒田清輝作品並びに写真原版の引揚げを

完rし た。

同22年5月1日 美術研究所官制が廃止され,国 立博物館官制が制定 された。美術研

究所は同館の附眉美術研究所となった。

国立博物館に保存修理謀発足。同課内に保存技術研究室を置いた。(保 存科学部の

前身)。 昭和23年 度より専任の職員を配置 し研究を開始した。研究室は国立博物館

本館地下の修理室の一室(66m2)に 設 けた。

同25年8月29日 文化財保護法の制定にともない,美 術研究所は文化財保護委員会の

附属機関となった。

同 年8月29日 文化財保護委員会事務局設置にともない,保 存科学研究室は国立

博物館保存修理課から文化財保護委員会事務局保存部建造物課に所属換えとな

った。

同26年1月31日 美術研究所組織規程が定められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・

庶務室が置かれた。

同27年4月1日 文化財保護法の一部が改正,東 京文化財研究所組織規程が定められ,

美術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究所組織規程が

廃止された。

また,文 化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室も廃止された。

同年7月1日 芸能部研究室として東京芸術大学音楽学部邦楽科教室2室 を同大学

から借用し,研 究を開始 した。

同28年4月26日 保存科学部研究室として,東 京国立博物館構内の倉庫132㎡ を改造

のうえ移転 した。

同29年7月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正され,東 京国立文化財研究

所 となった。

同32年3月22日 東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 家建,8m2の

保 存科学部の薬品庫が竣工 した。
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沿 革

同 年11月30日 従来の2階 建書庫のうえにさらに1階 を増築3階 建とし,増 築分延

面積71㎡ が竣工 した。

同34年4月30日 東京国立文化財研究所研究受託規程が定められ,こ の年度から受託

研究が開始された。

同36年9月16日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され,従 来の庶務室は

庶務課となった。

同37年3月31日 東京国立博物館構内に保存科学部庁舎(保存科学部実験室)と して,

鉄筋コンクリート造2階 建延面積663㎡ の建物1棟 が竣工 した。

同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一・部が改正され,新 たに保存科学

部に修理技術研究室が置かれた。

同 年7月20日 芸能部研究室は,保 存科学部庁舎の竣工にともない,旧 保存科学部

庁舎に移転 した。

同43年6月15日 文部省設置法の一部が改正され,本 研究所は文化庁附属機関となっ

た。

同44年8月23日 保存科学部庁舎に隣接 して新僧 される別館庁舎(延1.950.41m2)の 起

工式が行われた。

同45年3月25日 前記の別館が竣1:し たので,同 年5月26日 竣 曹ll式が行われた。

同 年3月25日 芸能部は,別 館3階 に移転 した。

同 年5月8日 保存科学部は別館の地階一2階 に実験用機械類の移転据付を完 ∫し

た。

同 年6月29日 保存科学部庁舎の1階 の模様替 ―二事に着手し,同 年10月15日 工 事が

完了 した。

同 年11月2日 所長および庶携課は,本 館から保存科学部庁Rの1階 に移転 した。

(本館は,美 術部庁舎となる)し たがって研究所の所在地表示は「12番53号 」が「13番

27号 」に変更された。

同46年4月1日 保fi1・科学部庁舎及び別館の敷地2.658㎡ を東京国立博物館から所管

換された。

同48年4月12日 文部省設置法施行規則の一部が改正 され,新 たに修復技術部が設け

られ4部1課 となり,修 復技術部に第一絡復技術研究室及び第二修復技術研究室が

一4一
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沿 革

置かれ,保 存科学部修理技術研究室は廃止 された。

同52年4月18日 文部省設置法施行規則の一部が改正され,情 報資料部の新設により

5部1課 となり,情 報資料部に文献資料研究室および写真資料研究室が置かれ,美

術部資料室は廃止された。

同53年3月20日 本館構内の写場等(木 造平家建延面積144㎡)を 取 りこわし,情 報資

料部研究棟として,鉄 筋コンクリー ト造,地 下1階,地 上3階,延 面積565.95m2の

建物が竣工 した。

同53年4月5日 文部省設置法施行規則の一・部が改正され,新 たに修復技術部に第三

修復技術研究室が置かれた。

同59年6月28日 文部省組織令が改正され,本 研究所は文化庁施設等機関となった。

3.歴 代 所 長(昭 和5年 ～平成2年)

王 事

主 事

所長事務取扱

所 長

所長事務取扱

所 長

所 長 代 理

所 長

所長事務代理

所 長

所 長

所 長

所 長

彦

雄

作

雄

蔵

蔵

男

一

雄

松

克

男

隆

直

幸

英

幸

豊

豊

敏

栄

幸

一

延

木

代

田

代

中

中

山

本

代

中

野

藤

田

正

矢

和

矢

田

田

福

松

矢

田

関

伊

濱

(日召禾05.6.28-一 日召矛06.11.24)

(日召禾日6.11。25～ 日召禾010.5.31)

(臼召禾010.6,1～ 日召禾011.6.21)

(日召禾011.6.22-一 日召禾日17.6.28)

(日召禾017.6.29～ 日召矛[122.8.15)

(艮召禾022.8.16～ 日召禾023.5.10)

(日召不023.5.11～ 日召禾[124.8.30)

(日ζ{禾[124.8.31～E召 禾027.3.31)

(H召 不027.4.1～ 日召禾028.10.31)

(日召利128.11.1～H召 希[140.3.31)

(日召禾四40.4、1～ 口召禾053.4.1)

(Hf{不1153.4.1～ 日召禾062.3.31)

(昭 和62.4.1～ 現 在)



皿.機 構 ・職 員 ・予 算

東京国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成およびその公表を

行 うことを目的として設立された文化庁の施設等機関である。その機構等は次のとお

りである。

1.機 構

庶 務 課

課 長 課燃 一ヨ:雲 畿

美 術 部
第一研究室部 長

第二研究室

主任研究官

芸 能 部 演劇研究室

所 長

部

保存科学部

部

部

長

術技復

部

格

情報資料部

部

長 皆楽舞踊研究室

民俗芸能研究室

主任研究官

化学研究室

長 物理研究室

'k物研究室

主任研究官

第一修復技術研究室

第二修復技術研究室

第三修復技術研究室

主任研究官

文献資料研究室
長一一 一 一[

写真資料研究室
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機構 ・職員 ・予算

2.職 員

(平成2年3月30日 現在)

所 属 職 名 氏 名

所 長 所 長 濱 田 隆 (美術史)

庶 務 課 課 長 最 所 親 志

庶 務 係 係 長 江 原 勉

庶 務1三 任 大 堀 岳 満

事 務 補 佐 員 中 村 節('
〃 伊 藤 百 合 一∫・

〃 白 井 久美子

技 能 補 佐 員 浅 井 美由起

調 査 員(非) 松 原 美智子

会 計 係 係 長 長谷川 憲 康

係 員 相 澤 かず子
〃 鈴 木 秀 樹

事 務 補 佐 員 志 村 浩 美

〃 宮 崎 章 子

技 能 補 佐 員 遠 田 由太郎

労 務 補 佐 員 菊 地 廣 吉

美 術 部 部 長 関 口 正 之 (日本仏教絵画史)

第 一 研 究 室 室 長 三 宅 久 雄 (日本彫刻史)

主 任 研 究 官 鈴 木 廣 之 (日本近世絵画史)

研 究 員 井 上 一 稔 (日本彫刻史)

第二研究室 室 長 三 輪 英 夫 (日本近世 ・近代絵画史)

研 究 員 佐 藤 道 信 (日本近代絵画史)
〃 山 梨 絵美子 (日本近代絵画史)

芸 能 部 部 長 佐 藤 道 子 (寺院芸能)

演劇研究室 室 長 羽 田 飛 (日本中世演劇)

主 任 研 究 官 鎌 倉 恵 子 (日本近世演劇)

調査研究員(非) 広 瀬 美 都 (日 本東洋音楽史)

音楽舞踊研究室 室 長 蒲 生 郷 昭 (日本音楽史)

調査研究員(非) 丸 茂 美恵子 (舞踊学)

民俗芸能研究室 室 長 中 村 茂 子 (民俗芸能)

調査研究員(非) 三 村 昌 義 (芸能史)
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機構 ・職員 ・予算

所 属 職 名 氏 名

保 存 科 学 部 部 長 馬 淵 久 夫 (同位体化学)
化学研究室 室 長 平 尾 良 光 (無機化学)

主 任 研 究 官 門 倉 武 夫 (分析化学)

物理研究室 室 長 三 浦 定 俊 (計測工学)

主 任 研 究 官 石 川 陸 郎 (物理光学)

研 究 員 佐 野 千 絵 (光化学)

生物研究室 室 畏 新 井 英 夫 (微生物学)

調査研究員(非) 山 野 勝 次 (応用昆虫学)

修 復 技 術 部 部 長 伊 原 恵 司 (廼築史)

第一修復技術 室 長 中 里 壽 克 (日 本 二1二芸史)
研究室

セ任 研 究 官 西 浦 忠 岬 (材質改良学)

第二修復技術 室 長 増 田 勝 彦 (日 本i二 芸史)

研兜室
研 究 員 川野邊 渉 (高分一臼1学)

第三修復披術 室 長 青 木 繁 夫 (考 占学)
研究蜜

情 報 資 料 部 部 長 鶴 田 武 良 (中岡絃画史)

文献資料研究室 室 長 米 倉 辿 夫 (日 本 中tt+:絵画 史)

研 究 員 島 尾 新 (E1中 世絵画史)

写真資料研究室 室長事 務取扱 鶴 田 武 良

研 究 員 井 手 誠之輔 (東 洋絵画史)
〃 畏 岡 随 作 (日 本彫刻史)

専 門 職 員 橋 本 弘 次 (共術写真)
〃 市 川 和 正 (〃)
〃 野久保 昌 良 (〃)

一8一
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機構 ・職員 ・予算

平成元年度における退職者

所 属 官 職 名 氏 名 在 職 期 間 備 考

庶 務 課

修復技術部

技 能 補 佐 員

部 長

浅 井 美由起

伊 原 恵 司

63.11.7--2.3.30

63.4.1--2.3.31

退 職

〃
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機構 ・職員 ・予算

名誉研究員

 

a

氏 名 退 職 時 官 職 名 在 職 期 間 名誉研究員
発令年月日

白 畑 よ し 5.6.30--27.8.1 53.10.18

福 山 敏 男 美 術 部 畏 23.5.11--34.4.15 〃

高 田 修 〃 27.12.1--44.3.31 〃

岩 崎 友f:it 修 復 技 術 部 長 27.4.1--49.5.31 〃

登 石 健 三 保 存 科 学 部 長 27.10.1^50.4.1 〃

岡 畏三郎 美 術 部 畏 20。5.15～51.4.1 〃

中 村 傅三郎 美術部第二研究室畏 22.10.1--53.4.1 〃

関 野 克 所 長 40.4.ト53.4.1 〃

秋 山 光 和 美 術 部 第 一研 究 室 畏 21.10,ト42.2.1 54.10.18

久 野 健 情 報 資 料 部 畏 20.5.31～57.4.1 57.10.18

川 上 渥 X術 部 畏 21.'L.28-57.4.1 〃

関 千 代 藁術 部第二研究室畏 18.12.lei--58.4.1 58.10.18

横 道 萬里雄 芸 能 部 長 L8.3.16-一 一ail,4.1 59.10.18

上 野 ア キ 情綴資料部文献資料研究室畏 17.11.3～59,4.1 〃

江 上 綴 情報資料部主任研究官 38.5.18～59.3,31 〃

田 村 悦(' 美 術 部 主 任 研 究 官 22.6.16'一 一6U.3.31 60.10.18

猪 川 和 子 情轍資料部文献資料研究室長 22.6.27--60.3.31 〃

伊 藤 延 男 所 長 53.4.ト62.3.31 62.10.18

柳 沢 孝 築 術 部 長 27.4.ト62.3.31 〃

江 本 義 埋 保 イf:科 学 部 長 27.4.1--62.3.31 〃

宮 次 男 情 綴 資 料 部 畏 30.9.1-62.3.31 〃

三 隅 治 雄 芸 能 部 長 27.10.1--63.3.31 63.10.18

樋 口 清 治 脩 復 技 術 部 畏 37.11.ト63.3.31 〃

田 實 榮 子 美術 部 主任 研 究 官 23.3.31-1.3.31 1.10.18

見 城 敏r 保存科学部物理研究室長 34.4.1--1.3.31 〃
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機構 ・職員 ・予算

5.平 成元年度特別研究一覧

事 項 金 額

文化財の伝統的保存修復材料に関する研究
千円4

,305

敦煙文化財保存修復に関する調査研究 30,456

日本近代美術の発展に関する明治後半期の基礎資料作成 1,872

仏教系芸能の芸能史的位置づけのための調査研究 2,534

アジア文化財保存修復協力センター(仮称)設 置のため調査 3,036

スミソニアン研究機構との国際研究交流 3,732

計 45,935

6.平 成元年度科学研究費補助金交付一覧

種 別 疎 題 名 研究代表者 交 付 額

総合 研 究(A) 築術 史研究における基礎資料の共有化 と
データベースの活用 米 倉 迫 夫

{円

4,700

一般 研 究 ㈲ 日本における絵画 ・彫刻 ・工芸各分野の
モチーフの交流に関する調査研究 関 口 正 之 3,100

一 般 研 究(B) 環境制御埠による微生物被害防除法の
開発 新 井 英 夫 900

〃 石質遺跡の新しい保存技術の開発に関す
る研究 西 浦 忠 輝 3,300

奨励 研 究(A) 葡池容斎の系譜の研究:日 本X術 院の歴史画と大和紙 佐 藤 道 信 900

〃 八 ・九世紀木彫像の再検肘一中国様式の
受容と伝播という視点から一

長 岡 龍 作 800

試験 研 究(1)
埋蔵文化財の出上品の科学的保存に関す
る研究 新 井 英 夫 1,0DU

〃 占建築の保存を目的とした石材の凍結劣
化防IL法 の規準化

西 浦 忠 輝 2,100

〃
プラズマ法による出土金属遺物の保存修

復研究
青 木 繁 夫 3,700

国際学術研究
中国砂漢地帯における文化財保存のため
の自然環境に関するStUfl研究 伊 原 恵 司 2,000

〃
東アジア地域の占文化財(青 鋼器および
上器 ・陶磁器)の 保存科学的研究 濱 田 隆 3,300

計 25,800
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機構 ・職員 ・予算

7.平 成元年度受託研究一覧
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中長期研究計画一覧

皿.調 査 研 究

部 名 課 題 名 研究代表者 期 間

美 術 部 日本における絵画 ・彫刻 ・工芸各分野の

モチーフの交流

美術における地域性及び社会性の研究

美術に関す る基礎資料の研究 一絵巻資

料、明治後半期美術資料及び関東所在墨

画資料を中心として一

関 口 正 之

鈴 木 廣 之

三 輪 英 夫

昭63.4
～ 平3

.3

平1.4
～ 平6 .3

〃

芸 能 部 仏教系芸能の芸能史的位置づけのための

調査研究

寺院行事の研兜

日本音楽各種目Ⅲの相圧影響の研究

採り物の研究

佐 藤 道 子

〃

蒲 生 郷 昭

中 村 茂 子

昭63.4
～ 平5

.3

昭60.4
～ 平5

.3平
1.4
～ 平6 .3

昭61.4
～ 平5 .3

保存科学郎 有機質文化財の光による劣化の定畳的評

価法の確立

特殊環境に置かれた文化財の保存条件の

検討

フォクシングの保存科学的研究

{浦 定 俊

石 川 陸 郎

新 井 英 夫

平1.4
～ 平7

.3

平1.4
～ 平9

.3

光報3

修復技術部 文化財の伝統的脩復材料の研究(第1

期)

t外 文化財の劣化過程の訓査と修復法の

開発

伊 原 恵 司

中Il乳 壽 克

平1.4
～ 平5 .3

平1.4
～ 平6

.3

情報資料部 美術情報処理システムの研究一データの

共有化を中心として一

美術史における画像処理技術の応用に閥

する基礎的研究

日本 ・東洋美術史文献データベースの開

発

鶴 田 武 良

島 尾 新

米 倉 迫 夫

平1.4
～ 平11

.3

平1.4
～ 平6 .3

昭63.4
～ 平6 .3

一14一
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一

1.美 術 部

(1>概 要

美術部は日本 ・東洋の古美術並びに日本の近代 ・現代美術とこれらに関連ある西洋

美術についての基礎的調査研究を行い,か つその成果を公表することを目的としてい

る。美術部は二室より構成 され,第 一研究室は占美術を担当し,第 二研究室は近代 ・

現代美術を担当している。

研究醐査は各時代にわたり絵画 ・彫刻 ・工芸の各部門について,作 品と文献資料と

の両面から実証的に進められており,共 に基礎 となる研究資料の作成と整理とに努め

ているほか,現 代美術の動向に関する調査と資料収集をも平行 して行っている。また,

作品に関し,早 くから実施 して きた科学的な鑑識法 を積極的に活用 しているのも当部

の特色である。さらに情報資料部所員とは研究や調査の面で緊密な協力が行われてい

る。昭和63年 度から3か 年計画で始まった情報資料部と共同の特別研究 「日本におけ

る絵画 ・彫刻 ・工芸各分野のモチーフの交流に関する調査研究」は平成元年度をもっ

て調査 と関係資料の収集を終えた。第二研究室では,昭 和63年 度 より特別研究 「日本

近代美術の発達に関する明治後半期の基礎資料集成」を4か 年計画で開始し,新 たに

資料収集と研究調査を始めた。そのほか他機関 との共同研究による広領域の研究にも

参加 している。なお,研 究員それぞれの研究課題 と内容は(2)研究調査活動の項に示

すとおりである。

研究調査の結果は,第 一研究室全員が編集担当する機関誌 『美術研究』(昭 和7年

創刊)や その他の学会誌に発表 し,ま た,第 二研究室を中心とする 『日本美術年鑑』

(昭和11年 創刊)を 発行してお り,単 行の研究報告 も随時刊行 している。さらにその

ほか情報資料部との共同で,研 究成果の一部を広 く一般の理解に資するために毎年一

回公開学術講座を開催している。なお,黒 田清輝の遺産に基づいて創立された美術研

究所,現 美術部は黒田清輝の作品その他関係資料を保管し,そ の多くを陳列する黒田

記念室は毎週一回木曜日の午後公開している。

一15一
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調 査 研 究

第一研 究室

日本及び東洋諸地域の古美術について,各 研究員が専門とする領域 と時代を中心

に調査研究 を進め,主 要問題を捉えた共同研究 を行い,常 に精密な基礎資料の収集

に努めている。なお,第 一研究室の研究員は 「美術研究」の編集業務を担当してい

る。

第二研究室

明治以降の日本近代奨術に関する調査研究 と,こ れに関連する西洋美術及び日本近

世の洋風美術の調査研究,並 びに現代美術の動向に関する資料の収集と調査とを継続

して行っている。また昭和63年 度より4か 年計画で特別研究 「日本近代美術の発達に

関する明治後半期の資料集成」を開始し,第2年 度の研究調査を行った。とくに現代

美術に関する鯛査研究においては,そ の年度に収集した資料を幣理 し,そ の成果をr

日本美術年鑑」として毎年公刊 している。平成元年度は,昭 和63年 の内容をもった平

成元年版を刊行 し,引 続き平成2年 版の編集に着手 した。

また,昭 和52年 度以降実施してきた黒田清輝巡回展は当研究窒が中心となって行っ

ており,平 成元年度は茨城県近代美術館で開催 した。

9

(2)各 論

1.美 術における地域性及び社会性の研究

(1)京 ・近江地方所在の天台系彫刻

滋賀県2件 と,こ れに関係ある岡山県の1件,天 台宗と関連があると思われる大分

県宇佐地方の2件 を訓査した。〈三宅,井 上,(情)長 岡〉

滋賀,江 国寺聖観蹄坐像

滋賀,西 教寺型雌膏立像

岡山,明 徳寺聖槻脅坐像

大分,天 福寺塑像 ・木彫像群

大分,竜 岩寺阿弥陀 ・養師 ・不動坐像

(2)関 東地方における浄土宗の美術

茨城,常 福寺拾遺古徳伝絵〈(情)米 倉〉

一16一



美 術 部

(3)④ 視覚情報の伝播経路とその発展の地域的差異 ・⑤ 芸術家の社会的地位 ・◎

15-16世 紀 における絵画マーケット

④,⑤ について 「雪舟 イメージ」が形成される過程の追求と,山 口地方の大内文化

を担う作品に関する基礎資料の収集につとめ,◎ については扇面画研究を行い,扇

面値段,扇 屋の存在を示す文献的基礎資料の収集を行った。

〈(情)島 尾,(情)井 手〉

(4)日 本の洋風表現

京都の画壇と関東の画壇の間にある表現上の異同を追求 した。

(三輪,佐 藤,山 梨)

(5)中 国の美術運動

上海における美術運動に関する基礎資料を現地で調査 した。<(情)鶴 田>

2藁 術 に関する基礎資料の研究

(1)絵 巻資料

梅津次郎氏収集絵巻資料を点検。

〈(情)米 倉,(調)佐 野,(共 同研究員)村 重寧,大 西昌子,千 野香織〉

(2)明 治後半期美術資料

明治後半期の美術雑誌の目次及び美術雑誌掲載の美術界彙報を収集 ・整理 した。

〈三輪,佐 藤,山 梨〉

(3)関 東所在水墨画資料

栃木地方所在の室町時代水墨画とその関連資料を調査 した。

<(情)島 尾,(情)井 手,(共 同研究員)河 合正朝,横 田忠司,相 沢正彦,大 石利

雄,山 下裕二>

3.特 別研究 「日本近代藁術の発遼に関する明治後半期の基礎資料集成」

(平成元年度…4か 年計画の2年 次)

本研究は,明 治20年 代 以降の日本近代美術の発達に関する基礎資料,特 に内外の博

覧会及び美術展覧会を対象に,文 献資料の収集と作品の調査研究を行うものである。

第2年 度は,初 年度 に引き続 き第3-5回 内 国勧業陣覧会,パ リ万国博覧会

(1889,1900年),シ カゴ ・コロンブス世界博覧会等の出品目録及び関係資料の所在

確認 と調査,並 びに文献資料の収集 と整理を行い,併 せて,上 記博覧会等の出品作品

一17一
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調 査 研 究

のいくつかについて調査を行った。

4.科 学研究費 「日本における絵画 ・彫刻 ・工芸各分野のモチーフの交流に関する

調査研究」(一 般研究(A)研 究代表者 関口正之)(平 成元年度…3か 年計

画の第2年 次)

絵 画 ・彫刻 ・工芸各分野の様々な側面での密接な関係が,そ の史的展開に大きく反

映 されていることは,日 本における美術のあり方 を端的に示す重要な特色のひとつと

いえる。こうした特色は,従 来指摘されながらも,具 体的な問題に即 した総合的な解

明はみられていない。本研究は,モ チーフの問題を各分野聞の接点に据え,絵 画 ・彫

刻 ・工芸各分野における共通のモチーフを取 り上げて相 圧に比較検討を加え,そ の史

的展開を明らかにすることを目的とする。特に,占 代 ・中世研究班は,絵 画 ・彫刻と

染織 ・蒔絵 ・金工の工芸分野の作品にみられるモチーフ ・文様の比較研究を行い,近

世 ・近代研究班は,作 家を中心に据え,各 分野における屯題及びモチーフの伝承関係

を検討する。また,同 研究班共同で広範な基礎資料の収集にあたる。

研究分担者は美術部 ・情報資料部の研究員全蝋と條復技術部中里壽克室長 ・東京芸

術大学中野政樹教授を加えた14名 である。

本年度の研究成果は次の通り

(古代中世研究班 ・第一班)

仏画に関しては仏浬繋図におけるモチーフの幣理を通 じて仏伝長現の変容を検討。

彫刻に関しては十一一面観膏 ・如意輪観膏の図像的側面,酵 葭の着衣形式を比較するた

め次の作品を調査した。十一面観晋:三 敵漸占区像,福 岡長谷、¥像。如意輪観脅:3;(

都醍醐寺像,京 都'F等 制象,福 岡如意輪瀞像。着衣形式:岡 山明王寺聖観Pi一像,奈 良

普門院篤薩像,東 大芋青声菩薩像,兵 庫占法轍三尊石仏。また法隆寺金堂調査に参加

(井t-,長 岡)し た,,

(占代中枇研兜班 ・第:班)

高僧伝絵について岡llllk'4立博物館の伝法絵調査に基づき説i活画におけるテキス トと

表現の関係を継続 して研究 し,肖 像画については佐製万歳寺見心)k復 ・以亨得謙像を

調査 した。

1二芸については,東 都国、/.博物館の金工伜品と,春 日大杜蔵の漆工品を調査した。
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美 術 部

(近世近代研究班)

近世以降を対象とする研究分野が 「モチーフ」の語を広義に用いる傾向があること

に拠 り,モ チーフの典拠を中心に研究 した。近世については宗達作品に見られる古典

モチーフの検討を継続 し,近 代については洋画における構想画の成立と展開,風 景画

登場 などの問題を黒田清輝の作品を中心に研究 し,ま た、近代 日本画における水墨画

の変容について研究した。

2.芸 能 部

(1)概 要

芸能部は,日 本の伝統芸能に資するために必要な基礎研究を行うことを目的とし,演

劇研究室 ・晋楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室によって構成されている。芸能部

の研究目標としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関する研究など

があ り,そ の研究に必要な資料の収集 ・整備,及 び記録の作成のための撮影 ・録音 ・

録画などの作業を行う。また,研 究の成果は刊行 ・夏期学術講座 ・公開学術講座など

によって公表する。

平成元年度は,特 別研究 「仏教系芸能の芸能史的位置づけのための調査研究」

(4年 計画)の 第2年 次にあたり,前 年に引続き部をあげて調査研究を行った。

演劇研究室

日本古典劇について芸能学的に調査 ・研究を行い,ま た,こ れら諸芸能の周辺にあ

って,伝 統芸能の成立に深い関係をもつ諸分野についても調査研究を進めている。

平成元年度は,個 人研究として 「寺院行事の研究」 「能楽技法に関する総合的研究」

「絵画資料による近世演劇研究」を行い,共 同研究 「仏教系芸能の芸能史的位置づけの

ための調査研究」に参加した。なお,「 寺院行事の研究」では,特 に過去20年 にわたっ

て調査 ・記録を行った録音資料に基づいて,諸 宗派の論義法要形式の比較分析を行い,こ

れと併行して,前 記資料の永久保存のためのPCMダ ビングの作業を継続 している。

音楽舞踊研究室

日本の晋楽と舞踊について.芸 能学的 ・音楽学的な調査研究を行い,こ れら伝統芸
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調 査 研 究

能の成立に深い関係 をもつ周辺分野についても,調 査研究を進めている。

平成元年度は,個 人研究として,「日本音楽各種目の独自性と相互影響の研究」「日本

舞踊における物真似の技法の研究」を行ったほか,共 同研究 「仏教系芸能の芸能史的

位置づけのための調査研究」に参加 した,

民俗芸能研究室

全国各地に分布伝承される民俗芸能を対象とし,そ れらの保存 ・継承に資するため

に必要な研究を行っている。

平成元年度は,個 人研究として 「民俗芸能における採 り物の研究」 「上方落謡の研

究」,共 同研究として 「民調の研究」を行い,「 仏教系芸能の芸能史的位置づけのた

めの調査研究」に参加 した。

(2)各 倫

1。仏教系誓能の芸能史的位■づけのための調査研究(4年 計画の第2年 次)

わが国の伝統的な行事や芸能が,仏 教との関わ りの中に展開してきた様相を1!体 的

に解明し,文 化史的 ・芸能史的位置づけを行うことを目的とし,研 究対象として"延

年"を 取 り上げている。

本年度はその第2年 度であるが,昨 年度に引き続いて"延 年"の 実態把握 を1:{lld.と

しながら,下 記の調査 ・研究 を行った、,

(1)伝 存事例の中で占態を伝えていると思われるものの実地調査:中 尊寺 「故実

舞」 ・毛越寺 「鯨殿落成記念延年会」 ・日光輪王寺 「延年」 ・成仏寺 「修正鬼会」

の録膏,VTR録 画,写 真撮影埠。

(2)修 験 系の伝承事例と伝えられるものの実地調査:雷 電神杜 「高寺八講」 ・新山

神社 「新山延年」 ・大物忌神祉 「蕨岡延年」の録音 ・写真撮影等

(3)関 連資料の調査:慈 恩寺 「年中行事関係史料」 ・日光輪王芋 「常行堂関係史

料」の調査撮影

(4)研 究 会開催:研 究発表 「延年への視点」

2.能 楽の芸能学的胴査研究(5年 計画の第1年 次)

平成元年度において.1.1が 取 り親む共同研究としては,本 課題のほかに上記の特別
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芸 能 部

研究 「仏教系芸能の芸能史的位置づけのための調査研究(延 年)」 があり,本 年度は

延年の基礎調査である実態把握が前年度に引き続いて主要な調査研究活動 となった。

また,本 課題に関 しては,基 礎的な調査研究のための予算(旅 費等)も 必要であるた

め,次 年度の科学研究費を申請 し,本 課題に基づ く実質的研究を1年 遅 らせることに

なった。全体としての活動は平成2年 度から取り組む予定である。

ただし,能 楽の技法面に関 しては,下 記4に おいてこれまで続けてきた能の唯子事

についての研究成果を,近 く刊行物の形で公表する。また,夏 期学術講座で発表 した

「能楽一新 しい潮流一」は,本 謀題に関する成果の一つである。

3.寺 院行事の研究(8年 計画の第5年 次)

寺院行事が内包する多種多様な要素の中から芸能的要素を抽出し,各 宗派にわたる調査

研究を行い,そ の変遷 ・分化をあとづけようとする。本年度は悔過法要の詞章を本尊別に

分類 してその展開を追い,そ の成果の一部を 「芸能の科学18」 に公表 した。また,

論義法要における問答の諸形式についての比較分析を昨年度に引 き続いて実施 した。

(佐藤 ・廣瀬)

4.能 楽技法の総合的研究

能楽における演劇的 ・音楽的 ・舞踊的な各種技法を客観的 ・体系的に解明すること

を目的とするが,本 年度は,特 に嘩子事(出 入事 ・動事)に ついて各流派のデータを

整理 ・分析し,研 究成果を公表する。(羽 田 ・蒲生)

5.絵 画資料による近世演劇の研究

絵入り浄瑠璃本 ・絵入 り狂言本の挿絵から当時の舞台の様相 ・観客および読者の要

求を検討する。今年度は,特 に金平浄瑠璃を取り上げて考察 し,そ の成果の一部を 「

芸能の科学18」 に公表 した。(鎌 倉)

6.日 本音楽各種目の独自性と相互影響の研究(5年 計画の第1年 次)

本年度は,能 の謡,義 太夫節,新 内節をとりあげた。謡については,初 期の文献資料

から音楽的記載を抽出 し,義 太夫節については,丸 本の節章の校合および今日の伝承と

の比較を行った。新内節については,所 外の研究者と共同で 「蘭蝶」の音高変化,音 量

変化をメログラフを用いて記録した。なお,本 年度の公開学術講座における講演 「義太

夫節の音楽」は,こ の課題に関する成果の一部であり,「 芸能の科学18」 にも公表

した。(蒲 生)
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7.民 俗芸能における採 り物の研究(7年 計画の第4年 次)

民俗芸能を総合的な視野で把握することを目的とする。そのために,各 種 目の構

造 ・技法分析の一環として,各 種芸能にさまざまな形で用いられている採 り物一 特

に扇一 の意義 ・種類 ・用途などに関する分析研究を行った。(中 村)

8.日 本舞踊における物真似の技法の研究

歌舞伎舞踊の中から,大 道芸人,物 売 りなどを扱った作品を取 りあげ,振 りの要素

の一つである物真似の技法を考寮 している。本年度,そ の成果の一部を舞踊学会にお

いて発表し,「 芸能の科学18」 に公表した。(丸 茂)

9.民 脇歌胴の様式研究

全国的な民謡歌詞調査繕果に基づき,東 北地ノ∫の歌詞カー ドの作成を進めた。(中

村)

10.上 方落語の研究

現行演目の原話について,晋 蕗 ・巷談 ・奇談等 との交流について研究を進め,そ の

成果の一部を 「芸能の科学18」 に公表した。({村)

3.保 存科学部

(1)概 要

文化財の材質 ・構造 ・劣化に関する科学的研究ならびに文化財を取 り巻 く環境の研

究を行なっている。研究成果は修復披術部と共1醜d編集の機関蕗 「保存科学」により公

表され,文 化財の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料として役立てられている。研

究組織は化学研究室,物 理研究室,生 物研究富の3電 からなり,63年 度 より東京大掌

理学部野津憲治助教授が客員研究員(併 任)と して研究に加わっている。

化 学研 究室

化学研究室では文化財の材質及び保存に関する問題点を化学的手法を用いて調査 ・

研究 している。X線 分析法,光 学的方法,質 畳分析法などを用い,主 として金属文化

財に関する劣化,保 存対策,材 料産地などの問題について研究を進めている。

一22一



「

保存科学部

物理研究室

物理研究室では文化財の材質及び保存に関する問題点を物理的手法を用いて調査 ・

研究 している。文化財の材質,構 造を調査する方法として γ線 ・X線 ・紫外線 ・赤外

線などを用いている。また展示,収 蔵 梱包などの文化財を保存する環境の評価 と劣

化防if-.の方法について研究 を行っている。

生物研 究室

生物研究室では文化財の保存に関する問題点を生物学的な見地から醐査 ・研究 して

いる。文化財の生物による劣化,す なわち微生物や昆虫による被害の実態調査,そ し

てこれら加害生物による劣化の機構 を明らかにし,加 害生物防除法の研究と開発 を行

っている。

平成元年度からは中長期研究計画による研究が開始され,保 存科学部では別表のよ

うに3本 の研究が開始された。「有機質文化財の光による劣化の定量的評価法の確立」

(研究期間6力 年)で は,有 機質材料の光や温度 ・湿度による劣化機構の解明とその

防止の研究を目的としている。平成元年度は基礎調査を行い,研 究対象として絵絹を

選び劣化反応生成物の同定を行 った。紫外線照射による絹の光劣化は,絹 繊維の主要

部であるフィプロインの非結晶領域やフィプロインを取 り巻 くセリシンに含まれる

芳香族アミノ酸に主として起きているが,タ ンパク質をア ミノ酸に分解するほどでは

ないことを明らかにした。

「特殊環境におかれた文化財の保存条件の検討」(研 究期間8力 年)で は,「 アル

カリ」,大 気汚染など文化財を傷める因子の多い現代の環境から文化財をいかに守る

か,博 物館 ・美術館の展示収蔵環境がいかにあるべきかを研究することを目的として

いる。平成元年度は全国各地の博物館資料館などの実情を調査 した。

「フォクシングの保存科学的研究」(研 究期間4力 年)で は絵画や古文書に発生す

る褐色斑点(フ ォクシング)の 要因と形成のメカニズムを微生物学的観点から究明し,

修復方法を確立することを目的としている。平成元年度はフォクシングを起こした部

位を分析して,紙 のセルロースに由来するセロオリゴ糖とアミノ酸が存在することを

明らかにした。

この他,中 長期研究計画以外の主要な研究として,鉛 同位体比分析,X線 蛍光分析,
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X線 回折分析,放 射化分析などの手法を用いて,銅,青 銅,黄 銅製資料の材質分析を

行っていて,今 年度も多 くの考古学的知見を得た。また青銅に発生する進行性の錆

(ブ ロンズ病)に ついて研究を行い,そ れらの成果は秋の第13回 国際研究集会で発

表された。

(2)各 論

1.文 化財の材質 ・構造 ・技法に関する研究

(1)木 造文化財(含 出土木材)

a.X線 透視撮影による調査研究

今年度は,下 記の作品の撮影と調査を行った(三 浦,石 川)

作品名 所蔵者

百済観音 法隆寺

木造阿弥陀如来立像 善福寺

金色堂巻柱 中尊寺

(2)膠 着剤(漆 ・膠 ・糊 ・天然樹脂)

依頼者

東京国立博物館

平塚市教育委員会

(財)文 化財建造物協会

東大寺南大門仁王像(噂 形)の 修理にともない,文 化!i'術 工芸課からの依頼によ

り刻苧漆中の混合物を,走 査電子顕微鏡により分析 して,麻 の繊維であることを明ら

かにした。(佐 野)

(3)染 織 文化財 ・染料

厚木市吾糞坂古墳出土品を走査電子顕微鏡で観療 して,植 物性繊維で織られた布

と,わ ずかではあるが,人 毛の可能性の高い動物性繊維が含まれていることを明らか

にした。(佐 野)

(4)絵 画 ・顔料

a.彩 色顔料の分析

三十三間堂建築彩色の復元模写に際して,文 化庁建造物躁からの依頼により,現 存

する彩色の赤外線カメラによる訓査と,X線 分析を行った。一箇所からは水銀が多量

に検出され,朱 を使ったと推定されたが,他 は白土と思われる粘土成分のみが検出

されたので,白 土の上に有機質塗料を用いたと判断 した。(三 浦,平 尾)

上 野輪王寺所蔵の木造天海僧正坐像が火炎により被害を受けたので,被 害状況
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の調査をするとともに,修 理のため彩色顔料の分析を行った。(平 尾)

建造物彩色顔料(戸 隠神社本殿,毘 紗門堂など),考 古遺物の彩色顔料(米 泉遺跡

出土土器 ・漆器類など)の 分析を,主 として非破壊式蛍光X線 分析法,X線 回折装置

よび一部イオンクロマ トグラフィー分析により行った。赤色顔料ではベンガラ,朱,

丹 などを確認 し,白 色顔料では屋外の胡粉塗り壁から石膏を検出した。(門 倉)

b.赤 外線,エ ミシオグラフィおよびX線 透視撮影による調査研究

今年度は,ブ リヂストン美術館所蔵の下記の作品の撮影と調査を行った。

(三浦,田 中)

作 者

コ ロ ー

コ ロ ー

コ ロ ー

コ ロ ー

マ 不

ファンデルクルス

(5)金 属文化財

a.銅 製品の鉛同位体比に関する研究

福岡県前原遺跡出土の銅鏡39面 とその他の試料10種,約60試 料 について分析 し,

39面 の鏡はすべて華北産の材料でできていることが分かった。(馬 淵,平 尾)

①浜松市出土の銅鐸,銅 鍬など70試料の鉛同位体比を測定し,弥 生時代の試料は中

国華北産の材料で,古 墳時代の試料は中国華南産の材料でそれぞれできていることが

分かった。弥生後期の住居跡から出土 した銅製の釣り針が朝鮮産の材料でできている

ことが分かり,今 後の問題点として残った。②福岡県春日市出土の銅文48本 など70試

料 について分析 し,す べて華北産の材料でできていて朝鮮産の材料は使われていない

ことが分かった。また細型銅剣は朝鮮産,銅 晃はそのほとんどが華北産の材料である

ことが分かった。③東京都利島,堂 島神社出土和鏡16面 を分析 し,華 南産の材料でで

きていることが分かった。④福島県 うまや遺跡出土の和銅開称 を約20種 分析 し,日 本

産の材料を使用していることを確認 した。(以 上4件 とも'r尾,受 託研究)

ス ミソニアン研究機構 との共同研究のため標準試料の作製と測定を行い,鉛 同位体

作品名

「ヴィル ・ダヴレー」

「イタリアの女」

「オンフルールの トゥータン農場」

「森の中の若い女」

「オペラ座の仮装舞踏会」

「ライスウェイク城」
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比に関する共通のデータベース作成のための打合せを行った。 この他,文 化庁,東 京

国立博物館の所蔵品など約60種 の試料について依頼分析を受け,鉛 同位体比を測定 し

て,材 料の産地に関する情報 を得た。(平 尾)

b.X線 分析による銅製品の材質分析

法隆寺四十八体仏80試 料について蛍光X線 分析 を行 った。銅製,青 銅製,ヒ 素銅製

の像があ り,材 質は一様ではないことが分かった。今回で一応全試料の測定が終了

した。この他,東 京国立博物館および各県教青委員会からの依頼により,約50試 料の

材質分析を蛍光X線 分析法で行った。(平 尾)

c.金 及び鍍金試料に関する研究

朝鮮半島産金製品及び鍍金試料の材質を非破壊的に蛍光X線 分析法で調べ,朝 鮮魔

の金試料(耳 飾り)は 金の純度がほぼ95%以 上であることが分かった。(平 尾)

現代の技法によって制作 された箔鍍金,消 し鍍金,電 解メッキ,漆 貼 り箔の試料の

表面状態と金層の厚さを観察 した。箔鍍金,消 し鍍金では,水 銀の蒸発する際にでき

たと考えられる粒状の構造が観察され,鍍 金面の金の密度が半分程度に落ちていた。

(佐野,平 焔)

d.ト ルコ出土金属製品の分析

トルコ共和国,カ マンーカレホユ ック遺跡出土の鋼,鉄 製品約40試 料の化学組成を

1CP発 光分光分析法で明らかにし,時 代と化学細成の変遷 について考察 した。顕著な

特徴はなかったが,ヒ ッタイ ト時代は純鋼製品のみ,プ リギア時代は青銅 と純鋼が混

じっていることが分かった。 ヒッタイ トの鉄拭料については研究中である。

(平尾,一 部受託研究)

e.北 魏銅鐵(盛 楽城出土)断 面の面分析

走査電子顧微鏡により,面 分析を行った結果,鉛,ス ズ,硫 黄,ひ 素の濃縮の状態

が明かとなった。(佐 野)

f.X線 透視撮影による調査研究

今年度は,下 記の作品の撮影と調査を行った。(三 浦,石 川)

作品名

金銅仏

刀剣(銘 国重)

所蔵者

東京国立博物館

刀剣協会
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刀剣(銘 橘正弘)刀 剣協会 同左

2.材 質の劣化に関する研究

(1)木 造文化財(含 出土木材)

出土木材を保存 している最中に,軟 腐朽菌に起因する劣化現象があるので,本 菌の

分離同定を行い,そ の保存方法を検討 した。(新 井,科 学研究費)

(2)紙 質 文化財

a.フ ォクシングの保存科学的研究

フォクシングが発生 している和紙と中国紙の試料 を分析 して,フ ォクシング部位に

はグルコースを構成糖とするセロオリゴ糖と,γ 一ア ミノ酸を特異的に含有する13--

16種 類のアミノ酸が存在することを明らかにした。 またどんな環境条件下でフォクシ

ングが形成されるかについて検討した。(新 井,中 長期研究計画)

b.「 風邪引き紙」の研究

日本画などの修理の際に ドウサが効かないため,し ばしば問題になる 「風邪引 き

紙」の原因について,微 生物学の立場から研究を行った。(新 井,受 託研究)

(3)染 織文化財 ・染料

a.絵 絹の劣化機構の解明

練 りを加えていない絵絹を試料 とし,殺 菌灯照射(照 射波長254nm),ブ ラ ックラ

イト照射(照 射波長300-400nm)の 紫外光源による劣化促進処理を行った。殺菌灯を

短時間照射すると容易に絵絹は黄変し,柔 軟性は失われ軽 く力を加えると粉状になっ

た。走査電子顕微鏡像の観察では,繊 維を直角に横切る方向に深い亀裂が認められ

一部では繊維の切断も起こった。破断(引 張 り,破 裂)試 験の結果,殺 菌灯による劣

化処理では,短 時間の処理で測定不能なほど強度が低下した。ブラックライト照射試

料では,強 度は照射時間に依存 した。(佐 野,三 浦,川 野邊,中 長期研究計画)

b.絵 絹の劣化度の定量的評価

紫外光照射により,芳 香族アミノ酸が減少することから,こ の芳香族アミノ酸の減

少量を指標として,劣 化を定量的に評価する方法の開発を試みた。紫外光照射,電 子

線照射,オ ゾン曝露による強制劣化処理前と後の試料を,様 々な手法を用いて解析 し

た。結果は,赤 外分光分析における情報は振動波数の移動としてあらわれ,定 量化で

きず不適であった。また炭素13の 核磁気共鳴分析では心要とす る試料量が多 く,
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現状では微量分析は不可能であった。紫外可視吸収分光分析,電 子スピン共鳴法,化

学発光法の3つ の方法は,劣 化の定量的評価に利用できる可能性が大きい。

(佐野,川 野邊,中 長期研究計画)

(4)絵 画 ・顔料

a.油 彩画に発生する結晶性物質に関する研究

本年度は17点 の作品について,非 破壊式蛍光X線 分析法,X線 回折装置および一一部

イオンクロマ トグラフィー分析装置により調査 し,従 来の測定納果と合せて検討した

結果,結 晶の発生は亜鉛を含む顔料(ベ ース,絵 具の増量材),油 抜き技法,1950年

前後の作品などに多 く見 られた。また油彩画劣化研究の基礎資料として市販油絵具

136種 について非破壊式蛍光X線 分析法,X線 回折贅置で測定しそれぞれの標準チ ャ

ー トの作成を行った。現代使用されている油絵具の約30%が 炭酸カルシウムをベース

として染色したものであった。(門 倉)

b.障 壁 画に発坐す るカビの防除

瑞巌寺障螢画の徽生物学的調査を行った。(新 井,科 学研兜費)

(5)金 属文化財

a.青 銅錆の研究

MOA美 術 館からの依頼により,同 館所蔵のムア作 「王と王妃」像のX線 透視撮影

と析出物の分析を行い,ピ ンホールからでて くる白い析出物は像内に残された中子が

雨水で溶出するもので,黄 色い析出物はそれに鉄型のボル トの錆が加わったものでわ

ることを明らかに した。(三 浦,平 尾)

銅製品に発生する錆を,放 射化分析法,X線 回析法により分析 して,錆 の化学組成

を同定 し,錆 の進行についての情報を得た。一見安定 して見える錆にもブロンズ病と

呼ばれるアタカマイ トが存在することもあり,錆 の判定に新たな問題点を提起 した。

(青木,平 尾,科 学研究費)

ブロンズ彫刻に発生 した白色績晶や腐食生成物,考 占遺物の鉄器,銅 器の腐食生成

物などを,非 破壊式蛍光X線 分析,X線 回析,イ オンクロマ トグラィーにより分析し

て,金 属文化財の劣化要因について研究を行なった。(門 倉)

(6)石 造文化財

福島県小高町薬師堂石仏覆屋の温湿度を昭和60年 から継続測定 している。石仏表面
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の観察によれば大屋根仮設後,岩 体は乾燥する方向にある。しかし覆屋の密閉が良 く

なったために堂内は夏冬を通 じて高い湿度を維持し,特 に冬期天井に著 しい結露がみ

られた。調査の結果,こ の原因はすきま風により,屋 根裏の気温が低下するためとわ

かり,来 年度石仏本体の保存修復処置と併せて,必 要な対策が取られることとなった。

(三浦,西 浦)

(7}遺 跡 ・住居趾

a.虎 塚 占墳の保存

虎塚占墳壁画の画面に発生 したものが,ナ ミパグモの一種の営巣であることを究明

し,防 除対策を講じた。(新 井)

b.三 殿 台遺跡住居跡の保存

保護棟の内と外とに温湿度計を設置して,年 間継続測定 を行った。又遺構面からの

水分の蒸発量も測定 し,主 に遺構面から水分が 日照によって蒸発することによって,

保護棟内の湿度が高 くなっていることを明らかにした。(三 浦,青 木,川 野邊)

遺構表面を覆っている蘇苔類,地 衣類,藻 類,菌 類と遺構表面に直径1--2cmの 穴

をうがって営巣する昆虫を採集して同定し,防 除対策を検討 した。

(新井,受 託研究)

3.環 境 に関する胴査研究

(1)温 度 ・湿度 ・水分

改良工事後の中尊寺金色堂保存施設内の温湿度を測定 したところ,年 間(1989年)

平均温湿度は14.6℃,63%で 日変化 も少なく,工 事前に比べてたいへん安定して良い

琉境にあることがわか り,徹 や錆の新たな発生 も見られなかった。(三 浦,石 川)

(2}光 ・照明

文化財の展示に用いられている光源の分光特性や材料の紫外線透過特性について調

査 した。透明度の高いガラスは紫外線 も良く透過させるので,紫 外線防護措置を施 し

た光源 との組合せでないと使用できないことが分かった。(三 浦,佐 野)

(3)大 気汚染

自動車交通量の激 しい都心の美術館,海 岸に隣接 した美術館 と日本家屋,当 研究所

記念室の合計4地 点,13ヵ 所 で二酸化窒素,二 酸化イオウ,塩 化物イオン,硫 酸イオ

ン,硝 酸イオン濃度の年間継続測定 と銀,銅 板の暴露拭験 を行った。結果は測定因了・
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により多少異なるが,都 心部の屋外で汚染濃度が最も高く,空 調設備のない施設では

外気の影響を受けているものの,一 般に二酸化イオウ,塩 素,硫 酸の影響は屋内で軽

減されていることがわかった。またこれら汚染因子の金属(銅,銀)へ の作用につい

て検討 した結果,二 酸化イオウ,硫 酸など硫黄を含む因子 と二酸化窒素とは変色経過

が異なって観測された。(門 倉,一 部科学研究費)

(4)生 物

微風速風洞を用いて風速を変え,様 々な湿度空気の風速がカビの胞子の発芽阻止に

与える効果について,基 礎的な実験を行なった。また突際に障壁画を展示 している環

境の風速分布を測定 し,カ ビが発生する風速の限界を推定した。

(新井,科 学研究費)

4.闘 査 ・招導

(1)展 示 ・収蔵環境

下記の博物館,美 術館,資 料館などの館内環境について,温 湿度,照 明,汚 染因子

などの調査を行い,適 切な条件で作品の収蔵 ・展示ができるよう指導 した。

(石川,三 浦,馬 淵)

所在地

秋田県

山形県

群馬県

埼玉県

千葉県

神奈川県

長野県

新潟県

三重県

館名

希火Hヨ市丁逐火美術餅`

最上義輝記念館

山形市芭蕉記念館

高崎市槻汗塚資料館

川越市立博物館

菱川師宣記念館

浄光明;r収蔵庫

川崎市民ミュージアム

金沢文庫博物館

横浜市三渓園資料館

飯田市美術博物館

新潟市立美術館

斎宮歴史博物館
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滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

広島県

香川県

福岡県

鹿児島県

沖縄県

皇学館大学神道博物館

大津市歴史博物館

栗東歴史博物館

京都府文化博物館

国立民族学博物館

龍野市立博物館

広島県立歴史博物館

吉田町歴史博物館

多度津町資料館

福岡市博物館

尚古集成館別館

浦添市美術館

(2)生 物 被害の防除

下記の文化財に発生した生物被害の調査を行い,原 因を究明するとともに防除対策

を指導した。(新 井,山 野)

所 在地 調査対象 生物劣化の原因

新潟県守門村 旧目黒邸中庫,新 庫 ナミダタケ,オ イジウム菌

(重要文化財)ヤ マ トシロアリ

東京都 国立国会図書館本館 フルホンシバ ンムシ

ジンサンシバ ンムシ

東洋文庫分館 フルホンシバ ンムシ

ジンサンシバンムシ

(以上2件 は一部の書籍を当研究所で燥蒸処理)

兵庫県 姫路城 クラドスポリウム菌

広島県千代田町 木造彫刻 カワキアオコウジカビ

厳島神社千畳閣 カミキリの幼虫

山口県 東光寺 シバンムシ

大分県朝地町 磨崖仏 オオロウソクゴケ

レプラゴケ等
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臼杵市 臼杵磨崖仏

長崎県 大浦天主堂

崇福寺

チブサゴケの一種

クラドスポリウム菌

シロアリ

4.修 復技術部

(1)概 論

文化財の修復に関する調査研究,科 学的修復方法の開発研究とその公表,応 用を}こ

務とする。研究の対象は美術工芸品,建 造物,考 古資料,民 俗資料など,有 形文化財

のすべてが含まれるほか,遺 構第の保存方法の開発も行っている。

組織 としては,文 化財を構成する主材料に合わせて3研 究窺からなっている。

第一修復技術研究室は,工 芸品,建 造物など木材及び漆を主とする文化財の修復に

関する科学的,技 術的研究とその結果の公表を行っている。

第二修復技術研究室は,書 籍,考 古資料,絵 画などを豹として繊維または,皮 革を

主材料とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究とその結果の公表を行って い

る。

第三修復技術研究室は,建 造物 ・考古資料 ・美術L芸 品などの金属,石 材,そ の他

無機材質の文化財の修復に関する科学的,披 術的研究 とその結果の公表 を行って い

る。

とくに,科 学的な修復方法の開発は,合 成樹脂を利川 した修理や,プ ラズマ法によ

る保存処置など保存修理の実際に大きな成果をあげている,,

一方,文 化財の修復に関する研究は,文 化財そのものの材質,製 作技法に関する科

学的研究を通して,相 互関係を実証することが重要な課題である。平成元年度からは

修復技術部の中長期研究テーマとして,r文 化財の伝統的保存修復材料に関する研

究」を4か 年計画で薪手 した。

また,と くに屋外にある不動産文化財の保存が今日的な問題となりつつある現況 を

踏 まえて,「 屋外にある文化財の劣化過程の訓査と修復方法の研究」をテーマ とする

共同研究を平成元年度から5か 年計画で発足させた,
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(2)各 論

1.文 化財の材質 ・構造 ・技法に関する研究

(1)膠 着剤(漆 ・膠 ・糊 ・天然樹脂)

a.漆

古代の膠着剤について調査した。8世 紀の脱乾漆,木 芯乾漆に用いられる麦漆,

漆刻苧等は,本 来漆を膿璃剤として使用するが,麦,米 糊等が用いられる場合が

考えられ,そ の現状を8世 紀から12世 紀に広げて調査 した。これらの内,中 尊寺

金色堂巻柱の漆地粉を分析し,米 糊の存在を確かめた。(中 里)

b.密 陀絵の技術的研究

桐油と荏油を主材とし,こ れを加熱,顔 料を加えることによって密陀絵具ができ

るが,江 戸時代以来の伝統は明確でないところがある。そこで,油 の割合,加 熱

時間,密 陀僧の添加,膠 の添加等について内容をかえ,実 験 を行った。

(中里)

(2)紙 質文化財

a.東 アジアの手漉紙原材料の調査

敦煽出土とされる写経料紙サンプル5点 について,物 性および繊維組成の調査を

行った。現在までの所,時 代の古い紙 と現代の手漉紙との間には明らかな密度の

差が認められている。(増 田)

b.古 代 の紙に関する研究

昨年に引続 き,ス ウェーデン国立民俗博物館で新たに発見された,ヘ ディン収集

楼蘭文書5点 について調査と修復処置を行った。その結果,全 てが大麻繊維で出

来ていること,漉 貴から湿紙を剥 して壁などに刷毛で張 り付け乾燥 したこと,

また測定値から換算 した嵩比重は,現 代の手漉和紙に似ていて,打 ち紙加工はし

ていないと推測される点は,昨 年に調査 した文書料紙 と同じであった。 しかし,

そ の内の1点 は,未 解離の紙片の混入が観察される紙であり,最 占の漉返し紙の

例 となる。さらに,泡 が崩れたように見える箇所の解釈について,漉 あげた紙を

脱水プレスな しに直接乾燥面に張 り付けたとき,刷 毛の動 きによって出来た形跡

との結論に達 した。なお,調 査,測 定については昨年と同様,高 知県紙業拭験場
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の援助 を得て修復技術部内で行った。(増 田)

c.古 写経料紙の物性の測定調査

平安時代から江戸時代にいたる写経を中心とする料紙断片66点 について,厚 さ・

密度 ・繊維等の物性を測定中である。(増 田)

(3)金 属文化財

a,蒐 集済み銅,鉄 製品の材質と結晶構造の調査

年代の明確な金属を調査 して,そ れぞれの化学組成や腐食生成物などの特徴を把

握 し,保 存に役立てようとするものである。

1)資 料整理

当研究所に蒐集されていた鉄建築部材から採取した鉄釘他44件 などの整理を行っ

た。

2)上 記の資料の中から化学組成を知るために武蔵工業大学に放射化分析を依頼 し

た。

① 国宝

② 国宝

③ 国宝

④ 重文

⑤ 国宝

⑥ 重文

⑦ 国宝

⑧ 国宝

⑨ 国宝

⑩ 国宝

⑪ 国宝

⑫ 国宝

福山市明王院鉄釘

京都市教王護国寺五重塔鉄釘

京都市西本願寺書院鉄釘

群馬県世良田東照宮鉄釘籠

滋賀県彦根城天守・一層窓飾金u

広島県東観膏寺多宝塔かすがい

広島県瀬戸田向上ぶ三重塔鉄釘

奈良市興福寺北円堂鉄釘

奈良県当麻寺化粧裏板鉄釘

奈良県当麻寺内外陣方立鉄釘

奈良県当麻寺東野地il:鉄釘

奈良県当麻寺内陣化粧裏板鉄釘

1690年

1644年

1624年 頃

1618年

1607年

1528年

1433年

1211年

1690年

1487年

1342年 頃

1160年

放射化分析を行なう原子炉に故障があり現在分析が不可能であるため結果が得られ

ていない。

3)以 下の鉄釘の金属結晶構造を東京工業大学に依頼 して分析調査中である。

① 国宝 広島県瀬戸田向上寺三重塔鉄釘1433年
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② 国宝 奈良市興福寺北円堂鉄釘

③ 国宝 奈良県当麻寺内陣化粧裏板鉄釘

2.材 質の劣化に関する研究

(1)木 造文化財(含 出土木材)

a丹 塗塗装の耐久性に関する研究

1211年

1160年 (青木)

修復技術部

社寺等の外部化粧としての丹塗塗装について,合 成樹脂等種々の材料によって

耐久性を改良する方法とその問題点を実験的に研究,考 察 し,あ わせて島根県日

御碕神社をフィール ドとした現地曝露試験を行っている。丹を含まない合成樹脂

塗装が抜群の耐久性を有していること,丹 と合成樹脂を混合すると極端な変色な

ど種々の トラブルが生 じること等が判明しつつある。(西 浦,川 野邊)

b.史 跡称名寺の彩色の調査

60・61年 に復元された平橋および太鼓橋の丹塗 りが急激な白色劣化を示 した

ため,そ の原因と対策に関 して,調 査 と実験を行なった。原因は,屋 外建造物に

適さない塗料の選択 ・施工によるものであった。対策 としては,環 境に適 した塗

料の新たな開発 と施工使用を提案し、本仕様に基づき再塗装が行われな川野邊)

c.木 造文化財の風食痕の検出

シリンドリカルレンズを用いた平行光を発生させる装置を開発 し試用 している。

現在 は,白 色光 を用いているが,よ り平行度を向上するために,赤 色 レーザを用

いた装置の開発を計画している。(川 野邊)

d.出 土水浸木材の保存処理後の安定性

試験片を用いた実験的研究を進めており,本 年度も昨年度に引き続 き環境湿度

変化に伴 う寸法変化について,歪 ゲージを用いた計測システムにより測定,解

析 し,そ の挙動を調べた。PEG処 理 したものを長期間低湿環境に置 くと長期に

渡って徐々に収縮 し,つ いには割れが発生する現象が観察され,こ の原因がPE

Gの 収縮にあることが示唆された。(西 浦,今 津)

(2)膠 着剤(漆 ・膠 ・糊 ・天然樹脂)

a.糊

接着剤による発徽性の違い

近年,接 着剤として紙製文化財修復に用いられているメチルセルロース(MC)
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の坑カビ性 を小麦澱粉 ・布海苔と比較するための実験 を行い,低 濃度では接着剤

の種類以上に塗布される紙の性質が影響をしている傾向がみられた。なお,こ の

実験はユネスコ研修生によって行われた。(増 田)

(3)染 織 文化財 ・染料

絵絹の劣化機構 ・原因の究明と日本画修復材料 としての劣化絹の作成と評価短

・長二種類の波長の紫外線 とオゾンを用いて絵絹 を人工劣化させ
,紫 外 ・可視 ・

赤外領域での分光科学測定,NMR(核 磁気共鳴分析),走{査型電子顕微鏡などで,

物性 を測定した。(保 存科学部と共同)さ らに,工 房 と協力して修復材料 として

の使用評価 を行った。この結果,劣 化度に比して柔軟性が大きいなどの従来の電

子線劣化絹 とは異なる長所 も見いだせた。(川 野邊)

(4)金 属 文化財

a.屋 外におかれた金属の腐食機構の解明と條復について

1)日 御碕神杜飾金具

日御碕神杜飾金具は,海 からの塩分を含んだ111,強 い風による海塩粒子を含ん

だ飛沫のため腐食が激しい。その保存対策を　rて るため以下のような実験を行

っているO

(イ)サ ンプル

9cm×12㎝ ×厚 さ0,1㎝の 大きさの電気銅銅板を使川 して

①竃気 メッキ(メ ッキ厚さ約0.03ミ クロン)

② 水銀箔鍍金(箔 を3枚,5枚 使用 したものの2撫m

③漆箔Cド 地に焼きつけ漆をしたものとしないものの2種 頚)

上記のサンプルに以下のような樹脂を塗布 した。

① メラ ミン樹脂焼付け

②エポキシ樹脂焼付け

③フッ素樹脂焼付け

④シリコン系樹脂喚布

⑤アクリルウレタン系樹脂塗布

(ロ)酎 候性試験

① 日御碕神社での曝露試験(平 成元年12月 初旬から開始)
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②ウェザロメータによる耐候性試験(平 成2年1月 から開始)

③塩水噴霧試験(平 成2年1月 から開始)

(勾 材質分析

腐食機構を解明するために宝珠,唄 など3種 類ほどの金具の蛍光X線 分析を行

った。

化学組成としては以下のようである。

①少量の鉛を含んだ銅

②少蚤の・距鉛を含んだ銅

(二)腐 食生成物の同定のためにX線 回折分析 をう予定である。(青 木)

2)小 山寺相輪

この相輪は,鉄 製の部分と銅で作られた部分とからなっている。擦管や宝珠

などは銅で作 られており霧の部分を鋳鉄で鋳かけている。

本来ならばこの接触部分は腐食 していなければならないが良い状態であっ

た。鉄で出来ている擦管 と九輪は腐食破損 していた。その接着強化 と塗装によ

る腐食防止を検討した。腐食対策のために下地塗装にエポキシ亜鉛塗料を使用

し,表 面塗装はフッ素樹脂を塗布 した。

(イ)耐 候性試験

①防錆能力を判断するために2000時 間の塩水噴霧試験を行った。その結果付着

力 ・防錆能力 とも問題がなかった。

②ウェザロメータによる耐候性試験は,進 行中で1000時 間 を経過したが,現 在

のところ大きな変化が見られない。

(ロ)修 復処理

上記の結果から九輪の修復施工を行った。

①サンドブラス トをかけ錆を除去 した。

②エポキシ亜鉛塗料を3回 塗布

③エポキシ樹脂を2回 塗布

④フッ素樹脂を2回 塗布
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擦管は,

①割れや欠失部分を新 しく鋳物で作 り,溶 接 した。

②サ ンドブラス トをかけ錆を除去 した。

③エポキシ亜鉛塗料を3回 塗布

④内部は,エ ポキシ樹脂とガラス繊維(FRP)で 強化 した。

⑤ フッ素樹脂 を2回 塗布

(5)石 造文化財

a.凍 結劣化

石造建造物および木造建造物の石造部材の凍結劣化とその防止法に関する調査研究

を継続 して行っているが,本 年度は気象環境 と劣化現象及び防止効果についての総合

的な解析を行い,総 括報告書を作成中である。(西 浦)

3.文 化財修復披術の開鞘

(1)木 造文化財

a.カ ーボン繊維による木造構造部材の補強

木材構造部材の補強絡復材料として,カ ーボン繊維で造った網(CFCC)を 用い

る方法について突験的に検討 し,CFCCに プレス トレス(テ ンション)を 与えるこ

とに依ってかなりの補強効果があることが判った。(西 浦)

b.有 機 遺物の保存絡復に関する研兜

出土水浸木材の保存修復処置については,マ ンニ トール ・PEG法 を開発してきた

が,通 常の木材についてはその技術が硝立され従来に比べ低コス トで保存処理するこ

とが出来るようになった。濠器とくに中世漆器は,有 機溶剤などに触れると漆塗膜が

はがれたり,燃 膜が比較的緻衛なため強化藻剤の浸透が困難であったりするが,マ ン

ニ トール・PEG法 では濠塗膜に比較的影響を与えない水系で処理できるためにこの

種の問題が解決される事が分かった。 また剥離 した漆塗膜の接着については,溶 剤に

溶かしたホ ットメル ト樹脂を木材 と漆塗膜の間に注入してから電気コテで押えること

で堅くなった漆膜を柔軟にして接着する方法を確立 した。(青 木)

(2)紙 質文化財

a.出 土文書の絡復処置に関する研究

昨年に引続 き,ス ウェーデン国立民俗博物館の要謂によって,ヘ ディン収集楼蘭文
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書の修復処置を行 った。修復処置は,文 書の形をくり抜いた,極 薄い楮紙(天 具帖

紙)の 繊維先端で文書と接着させて文書を嵌め込んだ状態で保持 し,楮 紙を台紙に半

固定する方法をとった。なお,修 復処置は尋門家の援助を得て修復技術部内で行っ

た。(増 田)

b.小 型漉嵌め機の試作

漉嵌め機による文書修復の機能が認誠されるにつれて,漉 嵌め機に対する需要 も多

くなった。 また,基 本機能であるサ クションテーブルの絵画 ・文書修復における効果

も認められつつあるので,サ クションテーブルの単純化を図って,小 型 ・机上型を設

計拭作した。現在元興寺文化財研究所で,試 行中である。(増 田)

c.ス ポ ット・サクションテーブルの試作

局所的なクリーニングや各種処置後の洗浄を行うために,ス ポ ット・サクション

テーブルを試作,工 房で試用し成果 をあげた。その一つは,直 径65㎜ の三角フラスコ

型で,他 は同直径の太鼓型である。両型共に,ト ラップボ ックスを介 して通常の掃除

機に接続 して使用できる。(増 田)

d.風 邪引き紙の研究

東京 ・京都の日本画材料店で新 しい日本画用紙30種,文 化財修復の専門工房から

フォクシングが出た古い紙21点 を収集 し,新 紙については繊維組成,含 水率,吸 水率

などを測定中である。新紙の内,薄 墨を斑点状に吸収する紙については,風 邪引き紙

として,微 生物の培養を試みている。(増 田,新 井)

(3)金 属文化財

a.瀧 峯七曲り2号 銅鐸の保存修復研究

この研究の目的は,静 岡県引佐郡細江町瀧峯七曲り遺跡から発見された銅鐸の保存

修復処置と材質,原 料産地の調査などにある。

〈保存修復〉 超音波メスによる泥や錆のクリーニング,ソ クスレー方式による脱

塩処理,ベ ンゾトリアゾールによる錆の安定化処理およびインクララックの減圧含浸

により強化処理を行なった。折損部分はエポキシ樹脂を使用して復元を実施 した。

〈分析調査〉 蛍光X線 法で材質調査を行なった結果,こ の銅鐸は鉛を少量含んだ

青銅であることが判明した。アンチモン,銀,ヒ 素が痕跡程度測定 されている。鉛同

位体分析によって中国産の鉛が使用 されていたことがわかった。(青 木,平 尾)
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b.隈 ・西小田遺跡出土鉄文 ・銅支の保存修復研究

この研究の目的は,福 岡県筑紫野市隈 ・西小田遺跡から発見された鉄父 ・銅文の保

存修復処置と材質,原 料産地の調査などにある。

〈保存修復〉 鉄文 ・銅父にエアーブラッシャーや超音波メスによる泥や錆のク

リーニング,ソ クスレー方式による脱塩処理 を行 なった。銅文についてはベンゾ トリ

アゾールによる錆の安定化処理およびインクララ ックの減圧含浸により強化処理を行

なった。鉄文については,新 しく開発 したチタネートシランによる嬢水処理後,ア ク

リル樹脂を減圧含浸強化 した。折損部分はエポキシ樹脂を使用 して復元を実施 した。

〈分析調査〉 蛍光X線 法で材質鯛査を行なった繕果,こ の銅父は鉛を少量含んだ

青銅であることが判明した。アンチモン,銀,ヒ 素が痕跡程度測定されている。鉛同

位体分析によって中国彦の鉛が使用されていたことがわかった。(青 木,平 尾)

c.金 属文化財の保存修復に関する研究

鉄器を減圧槽中で燃蒸 して,腐 食の原因物質である壇素を酸化エチレンガスと反応

させて除去する方法について東松山市の占墳からfii土した鉄鐵を資料として実験 を行

った。まず燃蒸前の鉄鑑の塩素量を放射化分析法で定量 し,酸 化エチレンガスで燃蒸

した。嬬恭後再度放射化分析法で壇素量を定量して処理前後の塩素量の比較 し,脱 塩

効果 を跡価 したが,結 果的に両者の間には,w.がみ とめられなかった。

ソクスレーシステムを用いて脱塩処理の研究を行ってきたが,こ の方法を基本にし

て脱塩処理袈置を試作 して実際規模の鉄器処理を災験 した。抽出された塩素の量はイ

オンクロマ トグラフィーで定量を行った,,そ の紹果基礎稟験 と同じ結果が得られ,こ

の方法による脱塊処理法を確立することが出来た,、

銅製品の進行性の腐食であるブロンズ病の安定化処理については,東 京国立博物館

東洋館に展示されているイシス(エ ジプ ト出土)に 鑓亜 したブロンズ病の安定化を酸

化銀を用いた方法について突験 を行った。この樵の安定化処理は大型遺物や有機物と

一体になった遺物については有用な絡復技術なので早急にその方法を確立する必要が

ある。(青 木)

d.プ ラズマ法による出土金属遺物の保存絡復研究

研究の目的は,プ ラズマによる出土金属遺物の保存修復法の開発 と処理システムの

確立にある。プラズマ化 した水素などの元素を出土金属遺物の錆の原因である塩素や
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不安定な鋪と衝突させ,そ の化学反応によって錆 を安定化 させ,出 土金属製品の保存

に役立てようとするものである。実験によって遺物をソクスレーを用いて蒸留水で洗

浄するよりもプラズマ処理を終ってから蒸留水で洗浄するほうが,30%程 度洗浄効率

が良いことがわかった。この結果からプラズマ→ ソクスレーによる脱塩処理システム

を完成させた。(青 木)

(4)石 質文化財

a.石 質遺跡の新しい保存方法

磨lrs仏な ど石質遺跡の新しい保存方法として,岩 体中に搬水性シリコン樹脂を注入

含浸 し内部(背 部)に 擬水層を形成させて,地 中水の侵入を防1Lす るノ∫法についての

現場実験を福島県小高町の岩爆その他で行ってお り,施 工上の問題点を整理,検 討中

である。(西 浦)

4.調 査 ・指導

(1)木 造文化財

a .重 文崇福寺三門および第一峰門の彩色の調査

重文崇福寺三門および国宝第一峰門の修理工事にあたり,彩 色の劣化状態の調査

と,彩 色修理の方針を検討するための調査を行った。(川 野邊)

b.海 岸 における木材の風化

島根県,重 文 ・日御碕神社木部の異常な劣化現象(表 面層がふかふかになる)に つ

いて調査を行った結果,海 からの塩を含んだ水分の影響と考えられたが,人 工海水に

よる再現実験では今のところ有意な結果は得 られていない。(西 浦)

(2)石 質文化財

a.奈 良県,重 文 ・十輪院石仏盒

石仏の表面に線刻された仏画の剥離防止について現地調査を行った。剥落の箇所か

らみて裏込めに使用されたセメントモルタルの析出物 と地中から毛管現象で上昇吸収

した水分が影響を与えていると考えられ,水 分の上昇を止める必要があると判断し

た。(西 浦,川 野邊)

c.群 馬県館林市,県 文 ・青石地蔵板碑

板碑は表面層の浮き上がり剥離および粉状化があ り,現 地での チ備強化 とチ備接

蒋方法,作 業場に移 してか らの本接着,全 体強化,修 復 ノi71:につ いて調査,指 導
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した。(西 浦)

c.鎌 倉市,史 跡 ・源頼朝墓

墓は凝灰岩製の層塔で多形塔身と5層 の蓋石からなるが,上3個 の蓋石が何者かに

よって破壊 された。この層塔の修復方法について調査 した結果,破 壊が甚だしく修復

は極めて困難と判断した。(西 浦)

d.川 崎市,市 文 ・六字名号塔

塔の全体含浸強化,欠 損部の充填整形,覆 屋の設置についての調査,指 導を行っ

た。(西 浦)

e.京 都市,重 文 ・京都国立博物館本館,奈 良市,重 文 ・奈良国立博物館本館

石造部材の劣化状態と,既 修理箇所の経年変化について調査した。京博本館の凝石

修復箇所は劣化が著 しく,い ずれ全面的に取り替えざるを得ないが,当 面,強 化搬水

処理 を行って劣化速度を遅める必要があると判断 した。(西 浦,川 野邊)

f.大 分県,重 文 ・臼杵磨崖仏堂ケ迫石仏

石仏の古い修理に用いられている材料について調査 した納果,フ ライアッシュセメ

ントかそれに類似 した物であ り,従 って,石 に付着したこの材料を化学的に除去する

ことは不可能と判断 した。(西 浦,平 尾)

(3)遺 跡 など

a.土 層法面強化保存処置

遺構の保存に関連して土層面の強化保存処置の現場爽験を多摩ニュータウン内の法

面で行っている。土中にシリコン樹脂を含浸 して土層 を固定 ・安定化させるというも

のであり,現 在処置後の経時変化を定期的に観寮 しているが,剥 ぎ取 り現地展示法も

含めて検討中である。(西 浦)

b.遺 構 の保存処置

土の遺跡は,土 に含まれる水がある一定以上蒸発すると収縮を起こし亀裂が発生し

て崩壊する。 したがって土に舎まれる水をコントロールすることによって,遺 跡の崩

壊を防止することが可能であると考えられる。シリコン樹脂及びポリエニキサン系を

土に含浸することによって水をコントロールする実験を坂戸遺跡でおこなった。その

結果亀裂を防止することが可能になった。(青 木)
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5.情 報資料部

(1)概 要

情報資料部は,従 来美術部資料室の行ってきた美術に関する研究資料の作成,収

集.整 理,保 管,閲 覧等の業務を充実発展させ,さ らに当研究所各部所掌の研究資料

に関する情報の統合化をはかることを目的とする。

当部所管の諸資料は美術部創設以来内外の研究者の利用に供され,文 化財に関する

研究資料センターの役割を果た している。この機能をより充実させ,学 術情報の増加

と多様化に対応 した所蔵研究資料の効果的利用を図るため,デ ータの共有化を中心と

する美術情報処理システムの研究,画 像処理技術の応用,文 献データベースの開発な

どを行っている。当部研究員は,上 記業務を行うとともに日本 ・東洋美術史各分野で

研究活動 を行っている。調査研究活動の成果は 「美術研究」ほか学会誌,美 術部と共

催の公開学術講座等で発表 されている。

当部は,文 献資料研究室 と写真資料研究室の二室をもって構成される。

文 献資料研 究室

庭術史関係を中心 とした図書 ・雑誌,調 査研究活動によって収集された各種研究資

料の整理 ・保管 ・閲覧を行っている。また,日 本 ・東洋古美術関係の文献目録の作成

とともに文献データベースの開発を行っている。各年分の文献 目録は日本美術年鑑に

掲載し,一 定期間ごとに総合 ・増補し 「日本 ・東洋古美術文献 目録」として刊行して

いる。現在,昭 和41年 ～60年 分 について編纂作業をすすめている。

写 真資料研 究室

研究用写真資料の作製,収 集,整 理,保 管,閲 覧を行うとともに,各 研究者の調査

研究活動に協力 して研究資料を撮影し,資 料の充実につとめている。また,こ れに平

行 して,美 術研究所当時に撮影 したガラス原版の転写 を昨年度に引続き実施 した。本

年度より美術史研究への画像処理技術の応用及び画像情報のデータベースに閥する研

究にかかった。

一43一



調 査研 究

(2)各 論

1.蔓 術情報処理システムの研究 一データの共有化を中心として一

(1)デ ータ生産 ・蓄積 ・利用の実態調査

本研究計画に関連して,科 学研究費総合研究(A)「 美術史研究における基礎資料の

共有化 とデータベースの活用」(研究代表者 米倉迫夫)を,関 連諸機関の研究者を分

担者として組織 し(研 究内容は下配参照),ま た 「博物館 ・美術館資料に閲する情報

交換のためのプロ トコルの研兜」(科 学研究費総合研究 研究代表者 林屋晴三),

「全国文化財情報システム訓査研究会」(文化庁)な どに参加 し,美 術史研究機関に

おけるデータ生産 ・蓄積 ・利用についての構想の把握につとめた。

② データフィール ドの検肘

文献資料,写 真資料,テ キストを†要データフィール ドとし,そ れぞれの特性につ

いての検討を行なった。

(3)パ イロットモデルへの基礎作業

上記の検討に基づき文献資料,写 真資料についてパイロットモデル作成のための基

礎作業を進めた。特に文献資料については所蔵図書を中心 としてパ イロ ットモデルの

試験的運用に入っている。またテキストデータについては科学研究費により中国の画

史 ・画論テキス トの入力を行なった。

(4)「 美術史研究における基礎資料の共有化とデータベースの活用」(総 合研究A)

研究代表者 米倉迫夫

研究分担者 鈴木廣之,島 尾 新,)tT一 誠之輔,畏 岡龍作,須 藤弘敏(弘 前大学),

高見沢明雄(東 京国立博物館),伊 輿田光宏(千 葉工業大学),有 川治男(国 立西洋庭

術館),木 村三郎(日 本大学),丸 山伸彦(国 立歴史民俗博物館),鯨 井秀伸(MOA

美術館),早 川 聞多(国 際日本文化研兜センター),奥 平俊六(大 阪府立大学),林

進(大 和文華館),藤 田伸也(大 和文催館),中 部義隆(大 和文華館)

【研究の目的】 近年,人 文科掌の分野においても様々な学術的データベースの構

築例が飛躍的に増大 し,一 方,パ ーソナル・コンピュータの普及にともない研究者個

人によるデータ生産も日常化 しつつある。しかしながら,こ れらデータベースの利用

環境が充分に整備 されているとは言い難 く,ま た,様 々な目的 ・種類のデータ生産に
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有効利用できる基礎資料のデータベース化 も進展していない。 こうした状況のなか

で,デ ータ生産 ・利用に関する具体的なシステムを総合的に検討することは極めて重

要な意義 をもつ。

当研究 グループは,こ れまでに美術史研究を支援するデータ領域の諸特性を生かし

たモデル開発に取 り組んできた。本研究は,こ うした実績をふ まえ,美 術史の基礎資

料のデータベース化と,広 範な研究者による相互利用システムの確立を通じ,資 料の

共有化 と研究支援環境の整備を具体化することを目的とする。

【平成元年度 までの研究経過】

a.研 究分担者会議

今後3年 間にわたる研究方針 ・平成元年度の研究実施計画を確認するとともに,計

画細目の検討 を行なった。分担者会議での検討をふまえ本年度は下記事項について

データの入力とそれらの処理等に関する研究を行った。

b.デ ータファイルの作成

1)ユ ーティリティ:各 種FEP上 での使用を目的とした美術史研究者専用辞書

データファイル。

平安～桃山時代 日記 ・記録データベース。

全文テキス トデータ:「 歴代名画記」など中国の画史 ・画論の全文テキス トデ

ータ。

c.デ ータ処理等に関する研究

1)美 術史辞書作成のための用語の選択と語の属性に関する研究

2)全 文テキス トデータの処理に関する基礎的研究

3)デ ータライブラリについての検討

d.研 究会の開催等

公開の研究会を開催 し,入 力データの処理例について各研究班から研究経過報告を

行なった。また関連機関 ・研究者に対して作成データの試供を開始 した。

2.日 本 ・東洋羨術史文献データベースの開発

(1)文 献情報におけるデータベースフィール ドの検討とデータ構造の検討

文献データベースの構造,他 のフィール ドのデータベースとのリンクなど,シ ステ

ム ・イメージの概要を決定した。即ち,
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a.文 献データベースのフィール ド構成

b.時 代 ・地名 ・ジャンル ・主題 ・文献分類などのコー ド表の作成

c.他 のデータフィールド.キ ーワード辞書作成のための基礎的条件の検討

d.c.に 基 づく具体的なファイル構成とリンクの方法の検討などを行い,検 索用

テーブルとしてキーワー ド辞書 を中心におき,そ こから各データベースにアク

セスで きるようなシステムを構想 した。

(2)キ ー ワー ド辞書作成のための基本的条件の検討

文献データベースにアクセスする検索用テーブルであるキーワー ド辞書作成の基礎

作業として,

a.美 術史関係主要学術誌4誌(美 術史 ・施術研究 ・国華・仏教芸術,1966--80年)

所載文献に付されたキーワー ドの抽出(約6,111;')

b.暫 定的なキーワー ド分頻コー ドの作成

c.上 記コードの入力

を行い,キ ーワード辞書モデル開発の基磁となるキーワー ド・データベースを作成

し,美 術史関係用語の一般的傾向について着 ザの検討を行った。

(3)パ イロットモデルの作成

美術年鑑所載の日本東洋古美術関係文献の検常システムを作成 した。

a.対 象文献1984～87年 の定期円行物所 載文献 ・タイトル数約150・ レコー ド数

約4000

b.検 索項目論文名 ・著者 ・コード・キーワー ドなど

c.検 索方式メニュー表示による絞 り込み検常

d.ロ ーカルエリアネットワークを通 じて各ターミナルからアクセス可能

などが,そ の主な内容である。

3.蔓 術史における画像処理技術の応用に閥する研究

(1)デ ジタル画像処理による美術作品の分析力法の検肘

a.PC-9801を ホス トとする画像処理専用機(NEXUS6810)を 応 用して,画 像処理

の基本機能を複合する必要があるシ ミュレーション,分 析,計 測等の処理に関してル

ーチン化の手順,条 件及び問題点の検肘を行い,そ れらの成果を,デ ジタル画像処理

の基本機能 とグラフィック機能とを組合せた操作性のたかいパ ッケージソフ トのメ
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ニューの一部とした。(ヒ ス トグラム,疑 似カラー,濃 度曲線等)

b.従 来の視覚的 ・光学的な作品分析の方法とデジタル画像処理とを複合した作品

分析方法としては,X線 写真や赤外線 ビデオの画像に濃度変換の処理をくわえ,鮮 明

な画像を得る実験を行なった。また実体双眼顕微鏡からミクロの画像をとりこんで処

理するための基本条件を検討した。

(2)画 像の蓄積に関わるデータベースシステム

画像情報を光ディスクに蓄積するとともに,画 像情報と文字情報との有機的な結合

を図るためのキーを検討し,以 下のふたつのシステムについて,基 本モデルの検討を

行なった。

a.ホ ストコンピュータの市販データベース ・ソフ トからNEXUSの 光 ディスク

に蓄積 したカラー画像を呼びだす。

b.調 査において蓄積される写真資料や手書きの調書を電子ファイリングシステム

(RIFILE)の 光 ディスクに蓄積するとともに,ホ ス トコンピュータの市販データ

ベース ・ソフトをつかって管理するための基本モデルを検討 した。

4.絵 巻物 ・肖像画の研究(米 倉)

絵巻物については法然上人伝絵,就 中拾遺古徳伝絵の調査を中心に行い,ま た肖像

画は室町時代に焦点をあてた。

拾遺古徳伝絵調査成果の一部は茨城県立博物館における講演で発表した。

5.室 町水墨画の研究(島 尾 ・井手)

本年度は,室 町水墨画研究会の共同調査として,以 下の活動を行った。

(1)関 東水墨画の調査

栃木県立博物館(89年7月),神 奈川県立博物館(89年11月),茨 城正宗寺 ・茨城県

立歴史館(90年2月)の 各館において,関 東水墨画を中心に調査を行った。

(2)そ の他

岡山県立美術館(89年8月),山 口県立美術館(89年8月)に おいて,室 町水墨画

を中心に調査を行った。

(3)調 査結果の公表

調査結果は,90年7月 の美術史学会東支部例会で基礎データを配布することとし,

データの整理とデータベース化の作業を進めた。
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調査研究/

6.請 来絵画研究(井 手)

香川県極楽寺所蔵の仏浬繋図及び白衣観音図の調査を行い,前 者については研究成

果を美術研究誌上に発表した。

7.中 国絵面研究(鶴 田)

富岡鉄斎手録の解読 を継続 し,中 国絵画関係及び来舶画人関係資料の調査を行っ

た。天津芸術博物館並びに上海市博物館において明清絵画の調査を毎 ・,南京師範大

学,江 蘇美術館において民国期美術教育及び展覧会資料の調査を行った。

8.古 代仏教彫刻研究(長 岡)

科学研究費奨励研兜(A)「 八 ・九枇紀木彫像の再検肘一中国様式の受容と伝播 と

いう視点から一」により研究をすすめ(下 記),当 虚咳時代の木彫像及び比較作例 とし

て石像 ・金銅像について調査をおこなった。

○ 「八 ・九世紀木彫像のi写検討一中国様式の受容と伝播という視点から一」(奨 励

研究A)研 究代表者 長岡龍作

作品調査は,以 下の各像についておこなった。

(A)岡 山県明王寺木造聖観音篤薩立像,奈 良県普Illl院木造十 一一・面観音菩薩 、k像,滋

賀県盛安寺木造十一一面観音立像,福 岡県畏谷寺木造十 ・面鰻1㌣、γ像,大 分県天福、¥木

彫群,長 崎県法清寺木彫群

(B)大 分県天福寺塑造三尊像,兵 庫県古法華石造三尊像,奈 良県東大寺銅造八角灯

籠音声菩薩像,同 頭塔石仏群

本研究では,奈 良末・'F安初期の菩薩像を研究対象にすえ,そ こに見られる外来影

響の分析 をおこない,様 式の伝播と受容の1!体 相を考嬢 した。L記(A)群 はい くつか

のレベルにおいて外来影響の及んでいると想定される作例であり,そ れは面貌表現 ・

着衣表現 ・図像的特徴の各面において顕在化 している,,(B)詳 はそれらのうち特に荊

衣表現についての比較作品となる天平時代以前の作例である。

ti

物'
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主要研究業績

6.国 際 調 査 研 究

(1)敦 煙 文 化 財 保 存 修 復 に 関 す る調 査 研 究

1.中 国における研究

平成元年11月16日 ～12月1日 に伊原恵司修復技術部長以下4名 の研究者が敦煙を訪

れ,日 中共同で下記の調査,研 究,協 識を行った。

(1)199(195)窟 と53(469)窟 に設置した温度,湿 度,日 照1汁測システムからの

データの続み出しと初期解析。

(2)194窟 へ の外部風速計,内 部微風速t;i.の設置と温 ・湿度センサー3台 の増設。

(3)壁 画劣化状態の実地調査と関連資料の調査。

(4)水 質分析結果の検討と,岩 石成分分析についての確認及び試料採取。

(5)今 後の研究の進め方および人物交流についての協議。

2.日 本における共同研究または研究協議

(1>平 成2年1月 ～3月 李最雄,李 雲鶴(と もに敦煙研究院保護研究所副所長)が

来日し,壁 画の構成成分と劣化現象および修復材料に関する調査研究を行った。

(2)平 成2年2月 焚錦詩(敦 煙研究院副院長)以 下3名 が来 日し,共 同研究の進め

方についての協議および関連調査を行 った。

3.第5回 敦煙莫高窟壁画保存修復協力会議

.,1・成元年10月19日
,協 力会議委員,文 化庁関係者,東 文研関係者が出席して東文研

において開催 され,次 の議題について討議がなされた。

(1)第4回 敦燈莫高窟壁画保存修復協力会議議事録(案)に ついて。

(2)昭 和63年 度研究交流及びその後の状況について。

(3)平 成 元年4月 訪中報告について。

〔4)今 後の共同研究の進め方について。

(5>平 成 元年度研究交流計画(案)に ついて。

(6)共 同研究班(ワ ーキンググループ)の 設置について。

(2)米 国ス ミソニア ン研究機構 との共同研究

昭和63年5月16日 に交わされた,文 化庁大崎長官(当 時)と スミソニアン研究機構
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調 査 研 究

アダムス長官との覚書に基づいて,昭 和63年 度から科学研究費(海 外学術研究)に よ

る研究交流が始められたが,平 成元年度からは引続き科学研究費による共同研究が進

められるとともに国費も予算化 され,運 営のために東京国立文化財研究所に文化庁各

機関から関係者を集めた日米研究交流委員会が発足 した。また関係の研究者を集めた

スミソニアン共同研究連絡会を別に作り,総 括班の下に世話人として班長を一人ずつ

定めたテーマ別の5班 を置いて研究の円滑な推進を図ることとなった。共同研究連絡

会は6月5日 に,第1回 研究交流委員会は12月8日 に開催された。

平成元年度はアメリカ側から,パ メラ・バンディバー,ポ ール ・ジェット,ト ム ・

チェイスが来日し,縄 文土器,鍍 金試料についての共同研究 を日本側研究者と行 っ

た。日本側からは,佐 原真,沢 田正昭,金 チ裕之,村 上隆(以 上奈良国立文化財研究

所),浅 井和春(東 京国立博物館),平 尾良光が渡米し共同研究 を行なった。

7.主 要研究業績

①:1精 ・編書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究発表

⑤:講1寅 ・放送 ⑥:そ の他 平成1.4～ 平成2.3

美 術 部

関 口 正 之(美 術部艮)

① 読本 「釈迦御一一代記図会」の仏伝図(北 斎画)に ついて

r日本絵画史の研究」吉川弘文館

③ 仏眼仏母図 「国華」1127

③ 法華堂根本曼陀縄(釈 迦霊鷲山説法図)「 国華」1128

③ 大阪 ・長宝寺蔵仏浬繋図 「美術研究」347

④ 仏伝図表現の変容 一 「釈迦御 一代紀図会」について一

発術部 ・情報資料部公開学術講座

⑥ 二つの壁画一法隆芋 飛鳥白鳳の秘宝2-NHK教 育TV

三 宅 久 雄(第 一研究室畏)

③ 根津美術館蔵二仏並坐像他作品解説r仏 像集成1」 学生社

1.10

1.10

1.11

2.3

1.12

2.3

1.7
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主要研究業績

軸 英 夫(第 二研究室長)

三宅克己 「日本の水彩画14」 第一法現1.9

久米桂一郎日記(編 ・解題)中 央公論美術出版2.3

1892年 の久米桂一郎 「久米桂一郎とフランス展」図録 久米美術館1.10

黒 田清輝一その生涯と作品一 「黒田清輝展」図録 茨城県近代美術館1.4

作品解説他 「黒田清輝」 アサ ヒグラフ別冊 朝 日新聞社1.8

井

0

0

④

佐

① 近代 日本美術事典(共 著)

② 鑑画会

② 水墨の変容(承 前)

② フェノロサ とジャポニスム

③鑑画会について

③昭和の洋画100選 作品解説 ・年表

昭和の日本画100選 年表

講談社1.9

朝 日新聞社1.10

茨城 県近代美術館1,5.6

山 根 有 三 先 生 古 稀 記 念 会 編 「日本絵 画 史 の研 究 」 吉 川 弘 文 館1989.10

長 谷 川 等 伯 「松 林 図 」 等作 品 解 説

「日本 美 を語 る」 巻8一 多 彩 な る墨 趣 一 ぎ ょうせ い1989.9

ScreenPaintingandKatisho:TheMilieuofJapanesePaintingI,II

DepartmentofEastAsianLanguagesandCultures,ColumbiaUniversity1990.2,3

上 稔(第 一 研 究 室)

千 の手 の 功 徳 「仏像 を旅 す る 奥 羽 線 」 至 文 堂1.4

仏像 の姿 さ まざ ま 「仏像 を旅 す る 山陰 線 」 至 文 堂1.6

明徳 寺 ・江 国寺 ・西 教 寺 聖 観音 像 をめ ぐ って 美 術 部 ・情 報 資 料 部研 究 会1.7

藤 道 信(第 二 研 究 室)
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講 談 社1.9

日本 美 術 院 百年 史 第1巻1.4

「美 術研 究 」345

「Lotus」102.3

近 代 日本 画 の 夜 明 け展 図 録1.4

朝 日新聞社1.10



L

調 査研 究

③変容と創作のジャポニズム 日本フェノロサ学会会報

③作品解説 花ひらく近代日本画展図録

④水墨の変容 美術部・情報資料部研究会

④フェノロサとジャポニスム 日本フェノロサ学会大会

山 梨 絵黄子(第 二研究室)

①近代日本美術事典(河 北倫明編 三輪英夫,佐 藤道信と共著)講 談杜

②黒田清輝の風景画小品をめぐって 繍田清輝展図録 茨城県近代美術館

②光線画の源泉 版画芸術66

②西欧文化受容の歴史と黒出清輝 蝋田清輝展図録 樽物館明治村

③昭和の洋11100選展 作品解説22作 家 朝日新聞社主催

④照田清輝の文学体験と作品に描かれたモチーフ

東京国立文化財研究所 総合研究会

④アメリカにおける日本美術受容 築術部・情報資料部研究会

芸 能 部

佐 藤 道 子(芸 能部長)

①醍醐寺の密教法会と建築空澗に閥する総合的研究(共 岡執筆)

科学研究費研究成果報告書

②遊行寺の年中行事

②法会と芸能一法会と年中行皐

②法会と芸能一法会

②悔過法要の形式4-1.,1.と 展開一 その

C>悔 過会とおこない

⑤法会と鬼

⑤伝統の響き一 声明一

⑤お水取 りの膏

羽 田 願(演 劇研究蜜展)

④能楽一新 しい潮流

⑤ 「芸を聴 く」(2～5.

「仏教芸術」185

「仏教文化事典」佼成出版杜

r仏教文化事典」佼成出版社

「芸能の科学」18

r図説 日本の仏教」6新 潮社

国文学研究資料館

京都TV

毎 日放送TV

2.2

2.2

1.6

1.10

1.9

1.4

1.10

2.3

1.10

1.12

1.12

1.3

1.7

1.10

1.10

2.3

1.12

1.4

1.5

2.3

芸能部夏期学術講座1.7

演 目解説と清元志寿太夫,竹 本土佐広,杵 屋佐登代 ・今藤
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主要研究業績

綾子,山 彦節子との対談)古 今小劇場1.7～2.1

⑥狂言 「夷毘沙門」台本補綴 国立能楽堂定例公演2.1

⑥復 曲能 「武文」(再 演)演 出補佐 国立能楽堂特別企画公演1.8

⑥復 曲猛言 「竹松」演出 国立能楽堂研究公演1.12

謙 倉 惑 子(主 任研究官)

①歌舞伎評判記集成第二期(翻 刻 共同)第 六巻～第八巻 岩波書店1.7～1.11

② 金平浄瑠璃小考一正本の挿絵を中心にして一 「芸能の科学」182.3

④延 年への視点 立教大学 日本文学大会1.7

④絵 人浄瑠璃本と浄瑠璃絵尽し 芸能部公開学術講座 「義太夫節の技法」1.12

廣 瀬 美 郁(演 劇研究室)

①醍醐寺の密教法会と建築空間に関する総合的研究(共 同執筆)

科学研究費研究成果報告書1.3

②儀礼 と宗教の音楽 岩波講座 「日本の音楽 ・アジアの音楽」別巻11.9

③法 隆寺お会式 法隆寺聖霊院厨子絵展プログラム1.9

④醍 醐寺の悔過会について 顕密仏教研究会1.6

⑤外 来の仏教が日本の社会に如何に受容されたか 世田谷老人大学1.11

蒲 生 郷 昭(音 楽舞踊研究室長)

② 長唄正本研究80-一一91(共 同研究)「 邦楽と舞踊」466--4771.4-2.3

②義 太夫節 「一谷轍軍記」の段構成と 「林住家の段」の音楽

「芸能の科学」182.3

③ 雅楽概説 小野亮哉監修 ・東儀信太郎代表執筆 『雅楽辞典』音楽之友社1.6

③琵 琶と三絃 国立劇場第五十七回邦楽公演解説書1.6

③ 日本の雅楽 「陵王」(「 耳による日本の音楽 ・アジアの音楽」のうち)

岩波講座 「日本の1子楽アジアの音楽」別巻1/付 録1.9

③能 楽 「獅子」,長 唄 「勧進帳」,琴 占流尺八本曲 「巣鶴鈴慕」(「 耳による日本の

膏楽 ・アジアの音楽」のうち)

岩波講座 「日本の晋楽 ・アジアの音楽」別巻 π/付 録1.12

⑤義 太夫節の音楽 芸能部公開学術講座 「義太夫節の技法」1.12

⑥雅 楽辞典(共 同編集)
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調 査 研 究

小野亮哉監修 ・東儀信太郎代表執筆 「雅楽辞典1音 楽之友社1.6

⑥東洋音楽学会五十年雑史(四)一 創立三十周年の前後一

(社)東 洋音楽学会会報 第17号1.9

⑥文 献資料(「 日本の古典音楽資料へのアブローチ」のうち)

岩波講座 「日本の音楽 ・アジアの音楽」別巻II1.12

⑥ 岩波講座 「日本の音楽 ・アジアの音楽」第7巻,別 巻1,n(共 同編集)

1.9-r1.12

丸 茂 蔓恵子(音 楽舞踊研究室)

②舞踊 「{鬼偶師」における物真似の発想と展開 「芸能の科学」182.3

③ 「保名」ほか12曲(共 同執筆)関 西舞踊華扇会プログラム1.10

③ 「北州」ほか4曲 至芸 「伝統のきわみ」プログラム1.12

④六代目菊五郎 ・おどりの系譜 舞踊学会1.11

⑥ 日本舞踊における娘形作品の技法研究(15-18)

「季111麻 踊研究」49-521.6-2.3

⑥歌舞伎舞踊の研究(舞 踊台本研究会8--19)

「邦楽と緯踊」466～4771.4～2.3

⑥ 舞踊美を織る(36.47)

⑥舞 踊学関係文献目録(共 編〉

⑥芸と人(26--51共 同構成)

⑥ 至芸伝統のきわみ(共 同構成)

中 村 茂 子(民 俗芸能研究室長)

③薄念仏会

④芸能と扇

⑤民俗文化財の保護と問題点

三 村 昌 義(艮 俗芸能研究室)

②片袖幽霊諏の変容

⑤江戸時代の庶民生活と火事

⑤越中俳壇の流れ一芭蕉と浪化上人

⑥季題十二月
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「郎 楽 と鐸踊 」466--4771,4～2.3

「舞 踊 学 」122.3

テ レビ東 京1.4～1.9

テ レビ東 京2.1

仏教1'歳 時記9月 「放生」1.8

民俗 芸能学会研究例会2.1

長野曝文化財管理者指導講習会1.11

「芸 能 の科 学 」182.3

水橋 消 防記 念 圖2.6

い しぶ み の会2.9

「挿 花 」2.2-9

」



L

保 存 科 学 部

主要研究業績

馬 淵 久 夫(保 存科学部長)

②表面電離型固体質量分析計VGSectorの 規 格化について(平 尾 と共著)

「保存科学」281.3

② 青銅器の原料 「季刊考古学」271.5

②完 州上林 堅出土中国式銅剣の原料について(平 尾と共著)

「明治大学考古学博物館館報」51.10

②鉛 同位体比による青銅器原料産地の推定

第3回 「大学と科学」公開シンポジウム公演収録集

「新 しい研究法は考古学になにをもたらしたか」クバブロ1.11

③福 岡県出土青銅器の鉛同位体比(平 尾と共著)「 考古学雑誌」75-42.3

②鉄砲玉の化学的分析を通 した一視点(田 口,津 金沢,平 尾と共著)

「財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団 研究紀要」72.3

③大 理石彫刻の科学的鑑定法(翻 訳)「 サイエンス」81.8

平 尾 良 光(化 学研究室長)

①地球化学,講 談社サイエ ンティフィク(松 尾禎士編)(分 担執筆)1.5

② 出雲国庁跡出土 「和同開称」の科学的調査(馬 淵 と共著)

「八雲たつ風土記の丘」961.5

②上 原5号 墳出土耳環の科学的調査

「栃木県壬生町上原古墳群」 日本窯業史研究所報告461.5

②出雲国庁跡出土分銅の原料産地推定 「八雲たつ風土記の丘」991.8

②非破壊蛍光X線 分析法によゐ有馬遺跡出土天部形立像

「有馬遺跡1奈 良 ・平安時代編 大久保B遺 跡

一 関東自動車道(新 潟線)地 域埋蔵文化財発掘調査報告書第26集 」1 .8

②串木野地区に分布する石英 ・方解石脈中の金 ・銀および希土類元素

(佐 々木,森 下,斎 藤,木 村 と共著)「 地球化学」23巻1.12

② 東 海地方で出土 した弥生時代および古墳時代青銅器の科学的調査(馬 淵と共著)

「都田地区発掘調査報告書(下 巻)」2.1
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調 査 研 究

②MOA美 術 館所蔵の黄銅製 「王と王妃」像の調査(三 浦,田 中,鯨 井 と共著)

「保存科学」292.3

②ICP分 析法による銅製考古学的資料分析の基礎的研究(内 田と共著)

「保存科学」292.3

② 自動制御マルチコレクター質量分析装置によるス トロンチウム同位体比

の迅速精密定量(野 津と共著)「 保存科学」292.3

② 新設脱塩装置について(青 木,門 倉,犬 竹と共著)「 保存科学」292.3

② 可成寺金銅筒脛当の保存修復研究(青 木と共著)「 保存科学」292.3

③掛川市深谷遺跡出土金属製品の保存修復研究(青 木と共軒)「 保存科学」292,3

② 鉄砲玉の化w,i.,.的分析を通 した一視点(田 口,津 金沢,燭 端と共音)

「群馬県埋蔵文化財調査廓業団研究紀要」72.3

② 蛍 光X線 法による化学組成の研究

「法隆寺献納宝物特別訓査概報X」,「 金鋼仏 第6集 」2.3

③古代 日本の青銅器の原料産地を訪ねて 「誌h則と制御」281,8

⑤鉛 同位体比からみた考占学 福岡大学理学部集中講義1.6

三 浦 定 俊(物 理研究室長)

②法隆寺献納宝物竜首水瓶の科学的調査('1416と 共m「MUSEUM」4571.4

②石仏の劣化 とその保存に関する科学的研究

「福武学術文化振興財団fl({和63年度 年報」1.10

②近赤外分光計測による絵画材料の同定と画像の復1Gに 関する研究

「鹿島学術振興財団昭和63年 度年報」1,11

②敦焼莫高窟における気象観測(1)(西 浦,李 実,張 ▲軍と共掬

「保存科学」292.3

②国指定史跡三殿台住1,畳}跡保護棟内の温湿度環境(川 野邊,青 木,今 井 と共著)

「保存科学」292.3

② 自qL分 光放射計を用いた展示用光源と材料の分光特性測定(佐 野と共著)

「保存科学」292.

②MOA美 術館所蔵の黄銅製 「王と王妃」像の訓査(・F尾,出 中,鯨 井と共著)

「保存科学」29
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一
主要研究業績

③保存環境の評価と制御 「計測と制御」281.8

③ レンブラン トの銅板画 「計測と制御」281.8

④X線 による二次電子放射 を利用した壁画技法の調査

第6回 センシングフォーラム1.4

④ 和紙など有機質文化財の光による劣化の定量的評価(第1報)

(佐野,馬 淵と共著)第11回 占文化財科学研究会大会1.5

ω 赤外画像計測による日本占代絵画の研究

第12回 鹿島学術振興llす団研究発表会1,11

⑤ 文化財における非破壊計測とその現状90設 備診断技術シンポジウム2.3

佐 野 千 絵(物 理研究室員)

② 白記分光放射計を用いた展示用光源 と材料の分光特性測定(三 浦と共著)

「保存科学」292.3

④ 和紙など有機質文化財の光による劣化の定量的評価(第1報)

(三浦,馬 淵と共同)

新 井 英 夫(生 物研究室長)

③ 文化財の生物劣化 とその防除に関する研究

(筑波大学平成元年度学術博士学位論文)

(3)文化財の劣化と真菌

第11回 古文化財科学研究会大会1.5

東京国立文化財研究所2.3

「微 生物」51.5

② 紙質類文化財の保存に関する微生物学的研究(第9報)人 為的foxingの 誘起

「保存科学」292.3

(2)環境制御法を応用した資料保存 特集:図 書館における資料保存

「早稲田大学図書館紀要」322.3

② 保護棟内の生物被害について 横浜市三殿台考古館住居跡保護棟内遺構の

保存処理の調査 ・研究報告書2.3

③ 劣化と真菌 特集座談会(椿,柳,原 口と共同)「 微生物」5

(3)文化財の生物劣化国際会議への参加 「文化財の虫菌害」171.7

G3)ある図書館司書氏の質問に答えて 「文化財の虫菌害」171.7

(4)障壁画展示環境の風速分布について 第11回 占文化財科学研究会大会1.5

C9)FoxingCausedbyFungiandItsFormationMechanism
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調 査 研 究

5thInternationalSymposiumonMicrobialEcology1.8

④ 日光社寺建造物の生物学的調査

平成元年度文化財保存修復研究協議会1.10.11

④Foxingの 保存科学的研究 筑波微生物セミナー ワークショップ2.3

⑤古美術品の生物被害とその防除対策

古美術品の保存と展示法についてのセ ミナー1.7

⑤文化財の保存 Ⅲ('k物 劣化)平 成元年度指定文化財展示取扱講習会1.7.11

⑤生物劣化 美術館 ・博物館保存担当学芸員研修会1.8

⑤ 文化財の微生物による被害とその防除(第11回 文化財虫菌害保存研修会)

(財)文 化財虫害研究所1,7

⑤ 文化財虫菌害防除作業主任者の研修と能力認定の講習会

(財)文 化財虫害研究所1.10

⑤ 生物被害の取扱い 博物館資料取扱講習会(埼 玉県)2.1

⑥ 文化財の保護と微4物 筑波大学第2学 群 農林学系総合科目1.6

門 倉 武 夫(† 任研究官)

① 重要文化財戸隠神社本殿1淋 に施された赤色顔料の分析結果

「重要文化財戸隠神杜本殿修理工事報告書」1

② 文化財の保存 ・展示環境におけるNO2濃 度 と染色布の変腿色への影響

「環境科学誌」3(2)、2.3

②毘 沙門堂彩色顔料の分析

「重要文化財圃城寺唐院大師堂 ・膚門及び毘紗門栄修理工事報告書」2.3

②新 設脱塩装置について(青 木,平 尾,犬 竹と共著)「 保存科学」292.3

文 部省科学研究費重点領域研究

「文化財保存における大気環境の影響評価 代表者 柏木 希介」

「人聞環境系研究広報,昭 和63年 度研究成果報告」2.3

石 川 陛 部(主 任研究官)

⑤文化財の保存(環 境)指 定文化財(美 術工芸)展 示取扱講習会

東 日本ブロック1.7

西 日本ブロック1.11
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主要研究業績

⑤セミナーの文化財展示収蔵環境 一韓国国立現代美術館一1.9

⑤博物館 ・美術館における展示環境制御

神奈川県博物館協会 ・神奈川県立博物館1.12.15

山 野 勝 次(生 物研究室)

② 亜鉛溶射皮膜のシロアリ忌避効力試験ならびに耐蟻性試験 「しろあり」761.4

② ヤマ トシロアリによる合板の耐蟻性試験 「しろあり」761.4

②館 山r}iで発見されたイエシロアリについて 「しろあり」771.7

② 金属溶射皮膜による防蟻処理(第2報)

一 上壌表面に溶射 した亜鉛皮膜の防蟻性に閲する室内実験一

「家屋害虫」11(2)1.10

③ プ ラスチック材料の劣化と真菌 「微生物」5(3)1.5

③ 羽アリの早期発見がカギ(シ ロアリ対策)日 本工業新聞(6月20日)1.6

③ シロアリ防除工法について 「総合建築」2161.10

⑤ 文化財の虫害 と防除(第11回 文化財虫菌害保存研修会)

(財)文 化財虫害研究所1.7

⑤ シロアリの生態に関する実務的知識(平 成元年度しろあり防除施工士資格第2次 指

定講習会)

(社)日 本しろあ り対策協会1.9

⑤ 文化財虫菌害燃蒸処理標準仕様書ならびに危害防止措置規定について

(第9回 文化財虫菌害燥蒸処理実務講習会)(財)文 化財虫害研究所1.10

⑤ シロアリの生態に関する知識

(平成2年 度 しろあり防除施工士資格第1次指定講習会)

(社)日 本 しろあ り対策協会2.1

⑤ 昆虫による文化財の被害と防除

(第11回 文化財虫菌害防除作業主任者の能力認定試験とその講習会)

(財)文 化財虫害研究所2.2

⑥ シロアリと私(4)「 文化財の虫菌害」171.7

⑥ 地球の温暖化 とシロアリ 「しろあり」781.10
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調 査研 究

修復技術部

中 里 寿 克

②米泉遺跡出土陶胎漆器及び藍胎漆器

④金色堂巻柱について

増 田 勝 麿(第 二修復技術研究室長)

③古代紙復元のための計側

⑤図書館 ・隻術館の資料としての紙

⑤史料の保存科学

⑤紙製文化財の修復

⑤美術工芸晶の材料及び技法(紙)

金沢市米泉遺跡1

東文研 総合研究会1

計測と制御Vol.28,No.8,

文化財虫害研究所研修

平成元年度史料管理学研修会

美術館 ・博物館の保存担当学芸員研修

1.8

1.7

1.7

1.8

'F成 元 年度 指 定 文化 財 修 理 披 術 者 講 習 会1
.11

⑤ 史料 の 保 存 科 学 埼E県 文 書 館研 修 会2.3

⑥ 保 存 科 学 講 義 東 京 農 工 大 学1.8

⑥ 〔資 料 〕紙 本の 漂 白 一 そ の 簡 単 な化 学 と作 業i二穐1Ⅲ)マ ガ レ ッ ト ヘ イ著

く 英 文和 訳 〉,占 文化 財 の 科 学,第34号1.12

川 野 邊 渉

① 前 近 代 の 銅'r-_a遺 跡 に 関す る 基礎 的 研 究 ぢ占学 と 自然 科 学212.3

① 遺 跡 探 査 法 の 再検 討 彦占学 と 自然 科 学212.3

⑤ 文 化 財 に お け る イf機化 学 の 役 割 博 物 館 ・築術 館 等;保存 担 当学 芸 員研 修1.7

⑤ 文 化 財 の 保 存(劣 化 皿)文 化 庁指 定 文 化財 展 示 取 扱 講 習 会1.11

青 木 繁 夫(弟 三 悠復 披 術 研 究 室 長)

② 国 指 定 史跡 三殿 台 佐 居 跡 保 護 棟 内 の 温湿 度 環境({浦 等 と共 箸)

「保 存 科 学 」292.3

② 新 設 脱塩 装 置 につ いて('F16等 と11・)「 保 存 科 学 」292.3

② 町城 寺 金 銅筒 脛 当の 保 存 修 復研 究(14尾 とtl・)「 保 存 科 学 」292.3

② 掛 川 市深 谷遺 跡 湿 度 金 属 製 品 の保 存峰 復(馳14尾 と 共 膏)「 保 存 科 学 」292.3

●StabilizationofArchaeologicalIron

13thInternationalSymposiumontheConservation

andRestorationofCulturalProperty1.10
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主要 研 究 業 績

⑤ 金属 文化 財 の保 存 修 復 博 物 館 等 保 存担 当 学芸 員研 修1.8

⑤ 考 「量f・民 俗 資料 の修 理 歴 史民 俗 資 料 館 等 専 門 職 員研 修 会1.11

西 浦 忠 輝(主 任 研 究 官)

(]jl;xperimentalStudyontheConsolidationofFragilePorousStonewithPotassium

silicatefortheConservationofCaveTemplesinChina(李 と共 著)

CompilationoftheDisserlaliononDunhuanKMogaoGrottoesConservation1.9

(1)nTestintheSelectionoflleinforcinKMaterialsfortheDunhuanKWallPaintings

(李 と共 著二)同L1.9

(2)出 上 水 浸 木 材 の保 存処 理 後 の安 定 性 〔第2報 〕:環 境 湿 度 変 化 に よる寸 法 変 化)

(今・津 と共 著)「 イ呆イf:不:;.・t.」292.3

(2)敦煉 莫 高 窟 に お け る気 象観 測(1);1988年 春 の温 度 ・湿 度 変 化 に つ い て

(三 浦,李,張 と共 著)「 保 存 科 学 」292.3

③ η 造 文化 財 の 劣化 と保 存,修 復 「文化 財 の虫 菌 害 」171.7

③ 屋 外 石 造 文 化 財 の 劣 化 と保 存 「マ テ リアル ラ イフ 」1-21.9

ω 出 土 水 浸 木 材 の 保 存 処 理 後 の 寸法 変化 に関 す る実 験 的 研 究(今 津 と共 同)

第11回 古 文 化 財 科 学研 究 会 講演 会大 会1.5

(!!)ANewMethodfortheConservationofRockReliefs

WFEOTechnicalCongress'89inPrague1.9

⑤ 屋 外 石 造 文 化 財 の 保 存 に つ い て

(社)日 本 工 業技 術 振 興 協 会Polymers-in-Concrete部 会1.4

⑤ 海 外 にお け る石 造 文化 財 の保 存 につ い て

埋 蔵 文 化 財 発掘 技 術者 専 門研 修 「保 存 科 学 過 程 」1.6

⑤ 文 化 財 の 保 存(劣 化 皿:木,金 属,石 の 劣 化)

文化 庁 指 定 文 化 財 展 示 取扱 講 習 会1.7

⑤ 石 造 文化 財 の 修復 博物 館,美 術 館 等 保 存 担 当 者研 修1.8

(5)ConservationofStoneObjectsinJapan;SomeNewTechniques

チ ェ コ国 立 文 化財 研 究 所1.9

⑤ 石 造 文 化 財 の保 存 と修 復 群 馬 り,いン:歴史 博 物館 講演 会1.10

⑤ 敦 煙 莫 高 窟 保 存 の 日中 共 同 研 究 に つ い て 同f-1.10
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調 査研 究

⑥敦煙莫高窟保存に関する日中共同研究 「日本文化財科学会報」181.12

情 報 資 料 部

鶴 田 武 良(情 報資料部長)

③ 文化 ・美術の項 「中国年鑑」1989年 版 中国研究所1989.5

⑥ 雲岡石窟の補強と保獲(翻 訳)中 国石窟 ・雲岡石窟1平 凡社1989.4

米 倉 迫 夫(文 献資料研究室長)

② 聖と絵画 図説日本仏教の世界 第7巻(聖 と救済)集 英社19895.24

④拾遺古徳伝絵について 特別展 「茨城の絵巻」記念講演会

茨城県立歴史館19899.30

④作品と資料のリンク 科研 「プロトコルの研究」ff

京都国 疏博物館198912.4

④ 日本美術におけるカタロギングの歴史 科研 「プロ トコルの研究」発表

東京国立博物館19892,15

⑥ もう少 し 人を,お 金を一美術情報利用環境の現状 とその将来一

アー ト・ドキュメンテーション通僧 第4号19901,25

島 尾 新(文 献資料研究電員)

② 十五世紀における中国絵画趣味 「MUSTUM」463198910,1

②絵画作品リス ト処理に関する基礎的な問題 「美とかたち」

中森義宗 ・t:村保 ∫・編 東信堂198912.25

④対角線構図論一絵画のシンタックスー

東京国立文化財研究所総合研究会19895.8

④ 雪舟の虚1象と震像一画家 イメージの形成一 東京国立文化財研究所美術部 ・情報

資料部公開学術講座 国、凱西洋美術館198912.2

④ 日本の禅宗美術 仏教美術の会19903.24

井 手 口之輔(写 真資料研究室員)

④美術史研究における画像処理の応用へむけて

美術部 ・情報資料部合同研究会19894.12

③ 図版解説 香川極楽寺蔵 仏浬繋図r美 術研究」34619903,20
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主要研究業績

②美術史研究用画像処理パ ッケージソフ トの開発とその紹介

科学研究費 「美術史学研究支援画像処理モデルの開発」 報告書19903

長 岡 龍 作(写 真資料研究室員)

④ 菩薩像表現の規範性一着衣表現を手がか りとして一

美術部 ・情報資料部研究会198911.15
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1.出 版

(1)美 術 研 究

Ⅳ.事 業

平成元年度は第345号 か ら第347号 が下記の内容で刊行された。

美術研究X345号(平 成元年11月)

武家肖像画の真の像主確建への賭問題(f'.)

水懸 の変容(承 前)

鹿子木孟郎滞欧書簡(二)(研 究資料)

藁術研究 第346号(平 成2年3月)

武家肖像画の真の像}擁 定への緒問題(下)

鹿子木孟郎滞欧書簡(三)(研 究資料)

香川 ・極楽寺所蔵仏llil繋図(図 版解説)

焚術研究 第347号(平 成2年3月)

白描北野本地絵

木岐道平の鋼版画 「神経血絡開現図」とエウスタキ解剖宵

大阪 ・長宝寺蔵仏浬繋図(図 版解1悦)

(2)日 本美術年鑑

平 成 元 年 版(・1城2年3月 発行)

昭和63年 の内容をもつ。B5判2801'1。

uti和63年美術界年史

築術展覧会(現 代築術 ・西洋寒術)

美術展覧会(東 洋占美術)

美術文献目録(定 期刊行物所載)(現 代麺術 ・西洋築術)

美術文献目録(定 期刊行物所載)(東 洋占笑術)

物故者

.一

幸

信

子美

秀

道

絵

藤

藤

梨

加

佐

山

加 藤 秀 幸

山 梨 絵)き子

井 手 誠之輔

亨

陽

之、正

保

野

口

真

菅

関



出 版

(3)芸 能 の 科 学

古典芸能についての研究論文,調 査報告,資 料翻刻等を掲載 している。平成元年度

は所属研究員による論考集を刊行 した。

芸能の科学18芸 能論考XI(平 成2年3月 発行)

片袖幽霊諏の変容

一謡曲 「善知鳥」から上方落請 「片袖」一まで 三 村 昌 義

金平浄瑠璃小考一正本の挿絵 を中心にして一 鎌 倉 恵 子

義太夫節 「一谷徽軍記」の段構成と 「林住家の段」の膏楽 蒲 生 郷 昭

舞踊 「{鬼偶師」における物真似の発想と展開 丸 茂 美恵子

悔過法要の形式一成立と展開一その一 佐 藤 道 子

(4)保 存 科 学

所属研究員による文化財の保存と修復に関する科学的調査,研 究,受 託研究報告

1」の論文報告および修復処置概報等 を掲載 している。平成元年度は第29号 を発行

した。

保存科学 第29号(平 成2年3月 発行)

敦煙莫高窟における気象観測(1)-1988年 春の温度 ・湿度変化について一

三浦 定俊 ・西浦 忠輝 ・李 実 ・張 押 軍

国指定史跡三殿台住居跡保護棟内の温湿度環境

三浦 定俊 ・川野邊 渉 ・青木 繁夫 ・今井 康博

自記分光放射計を用いた展示用光源と材料の分光特性測定

三浦 定俊 ・佐野 千絵

紙質類文化財の保存に関する微生物学的研究(第9報)

新井 英夫 ・松村 典孝 ・村北 宏之

MOA美 術館所蔵の黄銅製 「王と王妃」像の調査

一三浦 定俊 ・平尾 良光 ・田中 千秋 ・鯨井 秀伸

ICP分 析法による銅製考占学的資料分析の基礎的研究

内田 哲男 ・平尾 良光

一65一



事 業

自動制御マルチコレクター質量分析装置によるス トロンチウム同位対比の迅速精密

定量 野津 憲二 ・平尾 良光

出土水浸木材の保存処理後の安定性 〔第2報 〕

一環境湿度変化による寸法変化(2)一 西浦 忠輝 ・今津 節生

新設脱塩装置について 青木 繁夫 ・平尾 良光 ・門倉 武夫 ・犬竹 和

可成寺金銅筒脛当の保存修復研究(受 託研究報告 第63号)

青木 繁夫 ・平尾 良光

掛川深谷遺跡出土金属製品の保存修復研究(受 託研究報告 第64号)

冑木 繁夫 ・平尾 良光

2.黒 田 清 輝 巡 回 展

黒田清輝の遺作の多くを所蔵している本研究所は,1黒1田清輝の功績を記念 し併せて

地方文化の振興に資するために,昭 和52年 度 からの事業として黒田清輝巡回展を年

1回 地方において開催 してきた。

会 場 茨城県近代美術館

会 期 平成元年4月29日(上)～6月1111(fl)

主 催 東京国立文化財研究所 ・茨城県近代庭術館

開催日数38日

入場者数16,476人

陳列点数 油彩 ・パステル65点,木 炭デ ッサン50点,写 生帖17冊,書 簡3点,

日記5冊,参 考資料若1・

図 録A4判 変型,196頁,原 色図版071'1,単 色 図版20頁

3.公 開 学 術 講 座

美術部 ・情 鞭資料部(第23回)

日 時 平成元年12月2日(土)13:30--16:30

会 場 国立西洋美術館

講 演(1)雪 舟の虚像と実像

一画家イメージの形成一 島 尾

..

新



(2)仏 伝表現の変容

一 「釈迦御一代記図会」について一

芸能部(第20回)

日 時 平成元年12月21日(水)18:00～20:30

会 場 矢来能楽堂

テーマ 義太夫節の技法

講 演(1)絵 入浄瑠璃本と浄瑠璃絵尽 し

(2)義 太夫節の音楽

(3)実 演 と話一谷徽軍記 〈林住家の段〉一

浄瑠璃 豊竹呂大夫

三味線 野澤 錦弥

聞き手 蒲生 郷昭

4.夏 期 学 術 講 座

芸能部

夏期学術講座

関 口 正 之

子

昭

恵

郷

倉

生

鎌

蒲

芸能部においては,芸 能の多角的かつ総合的な研究に資することを目的として,例

年夏期4日 間にわたる学術講座を,都 内各大学の大学院生を対象に実施している。会

場 を東京国立文化財研究所会議室 とし,芸 能部員がそれぞれ専門分野における研究成

果を体系的に論ずるかたちをとる。

平成元年度は 「能楽一新しい潮流一」 というテーマを設け,羽 田殺が担当し,7月

24日 か ら27日 までの4日 間にわたり実施 した。受講者は東京芸術大学,東 京大学,

お茶の水女子大学,国 学院大学,国 立音楽大学,武 蔵野音楽大学,立 教大学,実 践女

子大学,武 蔵大学の各大学院生で,受 講者数は18名 。 日程及びテーマ細目は下記のと

おりである。

7月24日(月)

序説一番外曲研究史一

能の復曲 一1一 能本の読み直しと古演出導入

能の復曲_Z一 番外曲の復活上演

7月義日(火)
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事 業

能の復曲 一3一 承前

新作能の歴史と現状

狂言の復曲と新作狂言

7月26日(水)

演技空間の拡が り一野外能,劇 場能,新 設能楽堂等一

新演出 ・実験 ・試演一異流共演,照 明能,蝋 燭能等一

現代芸術 との交流

7月27日(木)

婦人能の歴史と`1∫能性

外国人の能楽研究と外国公演

討 議

5.博 物 館 美 術 館 等 の 保 存 担 当 学 芸 員 研 修

近年,地 方においては博物館 ・庭術館などの数が増加すると共にその施設が近代化

し,燃 蒸室,保 存担当室,修 復室などの保存に関する部門や施設設備が整備されて,

学芸員のうちから,こ れら保存部門を担当する職員が配備されてきている。しかし,

これらの職勲が保存科学,披 術の知繊を修得 しようとしても適切な学習の場や教材が

無いのが実情である。そのため博物館,美 術館などの学芸員で保存を担当するものに

対 して,文 化財の科学的保イ∫に関する基礎的な知織および技術について研修を行い,

その資質の向上をもって文化財の保護に資することを日的とし研修会を開催した。

受講者数23名 。日程及び研修題闘,講 師は下記の通りであった。

8月21日(月)

オリエンテーション

保存科学概論 保存科学部長 馬 淵 久 夫

保存修復概論 僻復披術部長 伊 原 恵 司

第二修復技術厨究室畏 増 田 勝 彦

8月22日(火)

文化財の分析化学 化学研究室長 平 尾 良 光

実習一燃蒸一 生物研究室長 新 井 英 夫
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文化財の生物劣化

一虫徹害と対策一

8月23日(水)

漆芸品の修復

文化財の照明

8月24日(木)

彩色材料

温湿度の計測

実習一温湿度機器の補正一

8月25日(金)

展示環境1一 環境と劣化一

見学一東京国立博物館施設一

8月28日(月)

実習一光源の取扱い一

展示環境 皿

石造文化財の修復

8月29日(火)

金属文化財の修復

紙製文化財の修復

実習

8月30日(水)

文化財の有機化学

自由研修

8月31日(木)

科学写真の文化財への応用

実習一X線 撮影一

9月1日(金)

実習

文化財の修復と合成樹脂

博物館美術館等の保存担当学芸員研修

新 井 英 夫

第一修復技術研究室長 中 里 寿 克

保存科学部主任研究官 石 川 陸 郎

東京芸術大学教授 杉 下 龍一郎

物理研究室長{浦 定 俊

冠 浦 定 俊

保存科学部主任研究官 門 倉 武 夫

門 倉 武 夫

石 川 陸 郎

石 川 陸 郎

修復技術部主任研究官 西 浦 忠 輝

第三修復技術研究室長 青 木 繁 夫

増 田 勝 彦

増 田 勝 彦

第二修復技術研究室 川野邊 渉
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1

事 業

9月2日(土)

レポート作成 ・修了式

6.会 議

文化財の保存および修復に関する研究のための国際研究集会

毎年秋・内外の文化財町 関儲 の参加をえて・国際研究集会を行なっているが・

本年は13回 目を迎えることになり、 「金属文化財の保存と修復における今日の問題」

というテーマのもと修復技術部の担当で開俄 した。参加者は130名 でブロンズ彫刻や

考古資料などの金属文化財の腐食メカニズムやプラズマによる錆の安定化処理などに

ついて活発な討議が された。発表は海外8名 、国内8名 で、5セ ッションにわけて行

なった。日程および発表題 目は、以'ドの通 りである。

名 称

日 時

場 所

The13thInternationalSymposiumontheConservation

ofCulturalProperty

‐CurrentProblemsintheConservationofMetalAnti
quilies‐

平 成 元 年10月4!1～6日

国 立 西 洋 美 術 館

(題 名 お よ び 発 表 者)

10月4日(水)

【セ ッ シ ョ ン1】

1.TheHistoryofandProspectsfortheConservationofMetalsinI:urc》pe

(ヨ ー ロ ッ パ に お け る 金 属 遺 物 の 歴 史 お よ び 保 存 の 展 望)

大 英 博 物 館W・A・ オ デ イ ー

2.ChangesintheConservationTreatmentofExcavatedIronObjectsinJapan

(日 本 に お け る 出 土 鉄 器 修 復 処 置 の 変 遷)東51(国 凱 文化 財 研 究 所 樋 口 清 治

【セ ッ シ ョ ンn】

3.Structure,Composition,andDeteriorationofUnearthedIronObjects

(埋 蔵 鉄 製 品 の 構 造 、 組 成 お よ び そ の 劣 化)マ ンチ ェ ス ター 大 学S・ タ ー グ ー ス

4.SurfaceChemistryofFeOOHMicrocrysla且s

(FeOOH微 結 晶 の 表 面 化 学)丁 葉 大 学 金 子 克 美
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会 議

5.AIVewMethodfortheRestorationofArchaeologicalMetallicArtifactsby

MeansofLowPressurePlasmaTreatmentTheDevelopmentandthe

PresentStatus

(低 圧 プ ラ ズ マ 処 理 法 に よ る 考 古 金 属 遺 物 の 修 復 に 関 す る 新 し い 変 遷 と 現 状)

ミ ュ ン ヘ ン 大 学S・ ヴ ェ プ レ ッ ク

6.StabilizationofArchaeologicalIron

(f45:.#:鉄 製 品 の 安 定 化)東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 青 木 繁 夫

7.DesaltingofIronObjectsFoundinInlandareabyLiOHMethod

(水 酸 化 リ チ ウ ム 法 に よ る 内 陸 地 域 出 土 の 鉄 製 遺 物 の 脱 塩 処 理)

奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 肥 塚 隆 保

【セ ッ シ ョ ン 皿 】

8.ChemicalCompositionofPatinaBronzeObjects

(青 銅 製 品 の 錆 と化 学 組 成)東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 平 尾 良 光

9.AStudyonMethodsforDeterminingtheEfficiencyofDechlorinationofBronze

(青 鋼 製 品 の 脱 塩 効 果 判 定 法 の 研 究)復 旦 大 学 楊 植 震

【セ ッ シ ョ ンIV】

10.TheInhibitionofSilverTarnishing

(銀 の 変 色 防 止 法)ブ イ ラ デ ル フ ィ ア 美 術 館A・ リ ン ス

11.ANewTreatmentforSilverware

(銀 製 品 の 新 し い 処 理 法)上 海 博 物 館 祝 鴻 萢

12.SomethoughtsontheTreatmentofAncientSilver

(古 代 銀 製 品 の 処 理 に 関 す る 考 察)ブ リ ア 美 術 館P・ ジ ェ ッ ト

【セ ッ シ ョ ンV】

13.TheConservationofBronzeBellsDotaku

‐AnExampleofSakuragaoka-Dotaku‐

(銅 鐸 の 保 存 処 理 一 国 宝 桜 ケ 丘 銅 鐸 の 例 一)元 興 寺 文 化 財 研 究 所 内 田 俊 秀

14.ConservationandRestorationofArchaeologicalArtifactsExcavatedfromthe

OkjonM3AncientTombinKorea
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事 業

(韓 国玉 田M3古 墳 か ら発 掘 され た 考 古 遺 物 の修 復)湖 巖 美術 館 李 午 烹

15.ANewTechniqeforRemovalofCorrosionproductsonGildedCopperAlloy

Artifacts

(金銅 製 遺 物 に関 す る腐 食 生 成物 の 除 去 の 新 しい 方 法)

奈 良 国 立 文化 財 研 究所 沢 田 正 昭

16.TheCorrosionofMetalObjectsinStorageandonDisplay

(収蔵 お よ び展 示 中 の 金属 文化 財 の腐 食)大 英 博物 館W・A・ オデ イ ー

保存科学部 ・修復技術部

第18回 文化財保存修復研究協膳会

日 時 平成元年10月12日(木)

場 所 東京国立文化財研究所別館会餓蜜

主 題 保存科学における生物学的賭問題

わが国の文化財の保存において,カ ビや虫による生物被害の問題はたいへん大きな

問題である。特にそれらによる被害が深刻な問題となっている,文 書や建造物につい

て具体的な例を挙げて協議するとともに,樹 木など生物による被害が修復の際に大き

な問題となったアンコール遺跡の保存について牲別講滴を持った。

(講演題目及び発表者)

(1)各 種木造文化財の樹種について

元国立科学博物館植物第 ・研究室 山 内 文

(2)書 籍 ・古文書の生物劣化現象と修理について

宮内庁宵陵部図書1傑文献専門官 森 懸

(3)(特 別講演)ア ンコール遺跡の保存の現状

上智大学アジア文化研兜所客蝕教授 千 原 大五郎

(4)建 造物修理に係る保存科学的緒問題

文化庁文化財保護部廼造物課主任文化財調査官 村 上 訓 一

(5)日 光社寺建造物の生物学的訓査

東京国立文化財研究所保存科学部生物研究室長 新 井 英 夫
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7.国 際 ・国内交流

(1)職 員の海外渡航

国際 ・国内交流

氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 備 考

:'ii久 雄 中華人民共和国

イギ リス他

仏教彫刻作品の調査研究及び

資料収集

1.3.1-1.12.31 文部省在外

研究貝旅費

lll梨 絵Xf一 ア メリカ合衆国 スミソニ アン研 究機構博物館,

研究所にお ける研究打ち合わせ

1.3.3Q-1.4.8 外 国 旅 獲

伊原 惑司 中華人民共和国 敦煉文化財保存修復に関する調

査研究

1.4.8--1.4.?1 〃

西浦 忠輝 〃 〃 〃 〃

門倉 武夫 アメリカ合衆国 屋外環境におけるブロンズ彫刻

の保存に関する研究集会に出席

1.7.7-1.7.20 研 修

'四る 良光 〃 東 アジア文化財 とその原料につ

いて の鉛 同位 体 分析 の デー タ

ベース作成

1.8.23-1.9.22 科学研究費

山梨絵美子 〃 日本美術 に関す るコレクション

の調査研究

1.9.3-1.12.8 研 修

けルブライト奨学金}

西浦 忠輝 ベ ル ギ ー,チ ェ

コ ス ロバ キ ア他

国際会議における講演及び石造

文化財の保存に関する調査研究

1.9.9-1.10.2 研 修

鶴田 武良 中華人民共和国 天津芸術博物館及び上海博物館

所蔵の絵画を中心とした調査

1.9.16--1.9.24 研 修

(日中友好会)

石川 陸郎 大韓民国 「美術 館々 内保 存環 境 のあ り

方」セ ミナーに出席

].9.17-1.9.24 研 修

〔胴 国際文化脇

伊原 恵司 中華人民共和国 敦煤文化財保存に関する調査 1.11.16-1.12.1 科学研究費

増田 勝彦 〃 〃 〃 〃

西浦 忠輝 〃 〃 〃 〃

輔 定俊 〃 〃 ウ 外 国 旅 費
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事 業

井手誠之輔 台 湾 国立故宮博物院所蔵の中国絵画

に関する訓査研究

1.11.17--1.11.24 研 修

鶴田 武良 中華人民共和国 近代中国絵画史に関する調査 1.12.5-1.12.24 〃

鈴木 廣之 アメリカ合衆国

イギ リス他

16--19世 紀 日本絵 画に 関す る

調査研 究

2.1.9-2.11.7 文部省在外

研究員旅費

増田 勝彦 タ イ タイ国立博物館において紙製文

化財の保存に閲する研絡を実施

2.1.16-2.2.9 先 方 負 担

(ユ ネ ス コ)

井上 一稔 アメリカ介衆国 米国所蔵日本美術作品の胴査 2.2.13-2.2.28 研 條

島尾 新 〃 〃 ウ 〃

井手誠之輔 ウ 〃 〃 〃

西浦 忠輝 イギ リス,ベ ル

ギ ー他

ヨーロ ッパにおける石造 文化財

の保存 に関する訓査研究

2.3.31-2.9.29 文部省在外

研究員旅費
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国際 ・国内交流

(2)海 外研究者の来訪

平成元年4月1日 ～平成2年3月31日

年 月 日 国 名 所 嘱 ・ 氏 名

1.5.22 ベ ト ナ ム ハノイ大学教授

PhanHuyLE

s.21 ボ リ ビ ア ポリヴ ィア文化協会会長

テ レサ ・ヒ スベ ル ト

8.24 中 国 上海同済大学助教授

魯 展 海

10.20 イ タ リ ア 「L'Espresso」 紙 在 米 通信 員

マ ウ ロ ・カ ラマ ン ドレイ

11.7 中 国 復旦大学訪日団

湯 綱 団長他3名

11.17 韓 国 韓国文化財管理担当官訪日団

南 相 浩 団長他26名

12.6 中 国 陳西省文物保護視察団

陳 全 方 団長他3名

`L.1.19 モ ン ゴ ル 文化省附属文化・芸術研究所長

ソ ノ ミン ・ル プ サ ン ワ ンダ ン

1.29 韓 国 湖巖美術館保存科学研究室

金 寿 起

2.6 ト ン ガ 教育省管理部首席教育官

ヒエ ラケ パ ・ツナ カ イ マ ヌ

3.28 タ イ タイ国教育省事務次官官房外事部長

ポ ー ンニ パ ・ソ ムパパ ヨ ム

タイ国教育省外事部国際機関係長

ウ ラ ジ ャ ッ タ ・チ ャオ チ ャ ラ コ ル ン
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事 業

(3)招 へい研究員

昭和53年 度より招へい研究員制度が設けられ,平 成元年度は国外11名,国 内2名 の

研究員を招へいし,下 記の ように共同研究が行われた。

国外招へい研究員

氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

ポ ー ル ・

ジ ェ ッ ト

米 国 ブリヤー美術

館 主任研究員

1.10.1

--1 .10.14

金銅製品の保存修

復研究

第三修復技術研究

室長 青木繁夫

スタ ン ・

ペ ブチェフ

西 独 ミュ ンヘ ン大

学教授

1.10.2

--1 .10.21

プラズマによる金属

遺物の安定化研究

〃

李 午 惑 韓 国 湖巌美術館

保存室長

1.10.3

-1 .10.23

金属遺物の安定化

処理研究

〃

ゲアハル ト

・バ ニ ク

オース

トリア

オーストリア

国立国会図書

館保存部長

i.io.is

-1 .10.31

書籍の脱酸性 ・強

化処理

第二修復技術研究

室長 増田勝彦

李 最 雄 中 国 敦煙研究院保

護研究所副所

長

2.1.16

-'L .3.20

彩色顔料の組成及

び物性に関する科

学的研兜

修復技術部長

伊 原 恵 司

李 雲 鶴 〃 〃 〃 〃 〃

薦 宗 游 中 国 陳西省考占研

究所副研究員

2.2.19

--2 .2.28

織物および漆器の

保存修復研究

保存科学部長

馬 淵 久 夫

韓 偉 〃 〃 〃 〃 〃

焚 錦 詩 中 国 敦燈研究院副

院畏

2.2.1A

--2 .2.25

日本と中国の文化

財保存修復事業に

ついて協議

修復技術部長

伊 原 恵 司

段 修 業 〃 同 館員 〃 〃 〃

黄 克 中 〃 国家文物局保

護研究ゆ往 任

〃 〃 〃

国内招へい研究員

氏 名 役 職 招へい期閏 共同研究課題 研究代表者

内 田 哲 男 名古屋工業大学

助教授

1.7.17

--1 .8.16

1CP測 定 に関する

基礎的研究

化学研究室長

平尾 良光

冷 泉 勝 彦 大手前女r大 学

助教授

1.8.21

--1 .9.9

鉄斎手録にみる明治

期京都画壇について

情報資料部長

鶴 田武 良
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「

V.研 究施設 ・設備

1.蔵 書

蔓術関係図書

日本 ・東洋古迩術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全般にわたる研究書を中心

に,関 連図書,各 種叢轡:,辞 典類など和漢書(39.593),洋 書(4,051),菖 †43,644冊

のほか,各 都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報告書,美 術関係雑誌,紀 要

類,売 立 目録,展 覧会 目録などを所蔵 し,所 内及び所外の研究者の利用に供 して

いる。

芸能関係図書

雅楽 ・寺事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・民俗芸能 ・寄席芸,そ の他わが国の伝統

芸能の研究 に必要な図書8,630冊 を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報(第1次)・ テア

トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅と伝説な

どの雑誌,そ れに声明本 ・謡本 ・唯子手付本 ・丸本などの台本 ・譜本も収集 して

いる。

保存科学 ・修復技術関係図書

占来の伝統的生産及び工芸技術嘗,技 術史,又 は数少ないそれらの科学的究明を試

みたもの,修 理工事報告書及び ・物理学 ・生物学部門の保存科学に関連ある和洋書を

合わせて2,996冊 を所蔵 している。

本年度における収書数 と総計は次表のとお りである。

区 分
美 術 関 係 芸 能 関 係 保存科学・修復技術

関係 計
和漢書 洋 轡 和漢魯 洋 書 和漢書 洋 書

元年 度 347冊 9冊 164冊 9冊 33冊 ll冊

■

573冊

総 数

■

39.593〃 4.051〃 8,519〃 111〃 1.985〃 1.011〃 55.270〃

一77



資 料

2.資 料

美術関係 資料

実物よりの直接撮影 を主にした写真資料の作成整理と,購 入写真,複 写写真による

補足整備に加えて,印 刷物中の図版をもおさめるという方式で,当 研究所設立当初よ

り一貫 して力を注いできな写真資料を有する。それらは日本東洋古美術,日 本近代 ・

現代美術,西 洋美術の全域にわたり,そ れぞれ絵画,書 蹟,彫 刻.工 芸,建 築等の諸

部門に及ぶ。特別大型のものから小型の ものまで総数凡そ26万 点,原 板保有量はほぼ

3分 の1に あたり,別 にマイクロ ・フィルム255巻 がある。写真資料のほか,拓 本,

作家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作晶資料,資 料スクラ ップ等

と,図 書カード,図 版カー ド,各 種索引類など多数。

芸能関係資料

レコー ド・録音テープ ・写真等による芸能資料を数多く備えている。レコー ドに

は,毎 年各社か ら発売される伝統芸能関係 レコー ドのほか,昭 和35年 度 文部省機関

研究費によって購人 した安原コレクションレコー ド5.450枚 が含 まれている。安原

コレクションは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわたって発売された各種邦楽レコー ドを網

羅 したもので,近 代における邦楽の実態と変遷を知るt-.で貰重な資料である。録膏

テープ及び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・,y:院行事 ・民俗芸能その他の伝

統芸能を対象に記録してきたもので,奏 演法の解析を中心とした写真 ・テープ,あ る

いは各種文書の記録写真等 も含んでいる。穐別による所蔵数は次のとおりである。

区 分 レコ ー ド

録 音 テ ー プ シ ネ フ ィ ル ム
ビ デ オ

テ ー プ
従来方式 PCMノ ∫式 3mm 16mm

元 年 度 8本 24本 54本 0本 0本 23本

計 7.118〃 2.838〃 232〃 198y 4〃 225〃
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黒田記念室,閲 覧室

3.黒 田記念室

黒田記念室,本 研究所の創立者帝国美術院長子爵故黒田清輝の功績を記念するため

に設けられた陳列室であり,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帖等を収蔵している。

創立当時,主 として黒田家から寄贈されたものは,油 絵126点,素 描170点,写 生帖

等であるが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等からの寄贈が加わった。

収蔵品の主なるものは,「 知 ・感 ・情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少女」・「もるる日影」

・「温室花壇」などである。

4.閲 覧 室

本研究所情報資料部の図書写真及び各種研究資料は,主 として研究者 ・学者 ・美術

関係専攻の学生等の利用に供 している。年間の閲覧者数は,約313名 で ある。
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V【.関 係 法 規

◎文部翻 齢 抄 儂 麗 臨 翻1量197号)

第2章 文化庁

第3章 施設等機関

(施設等機関)

第108条 文化庁長官の所鞘の下に,文 化庁に国立国lit+研究所を置く。

2.前 項に定めるもののほか,文 化庁に次の施設等機関を置く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立文化財研究所

(国立文化財研究所)

第114条 国立文化財研究所は,文 化財に関する側査研究,資 料の作成及びその公表

を行う機関とする。

2.国 立文化財研究所には,支 所を置くことができる,,

3.国 立文化財研究所及びその支所の名称,位 置及び内部組織は,文 部省令で定める、、

(研究施設の指定)

第115条 国立国請研兜所及び国・r.文化財研究所は,法 第5条 第37号 に規定する政令

で定める研究施設とする。

◎文部省開 法肺 酬 抄(昭 和28年 文部省令第2り ・最終改正uiis3文 令12号
,文 令26号,文 令28号)

第5章 文化庁の施設等機関

第4節 国立文化財研究所

第1款 名称及び位置

(名称及び位置)

:1
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関 係 法 規

第116条 の9国 立文化財研究所の名称及び位置は,次 の表に掲げるとおりとする。

第1款 の2東 京国立文化財研究所

(所 長)

第117条 東京国立文化財研究所に,所 畏を置 く。

2.所 長は,所 務を掌理する。

(内部組織)

第118条 東京国立文化財研究所に,庶 務課及び次の五部を置く。

(1)美 術 部

② 芸 能 部

(3)保 存科学部

(4)修 復技術部

(5)情 報資料部

(庶務課の事務)

第119条 庶務課においては,次 の事務をつかさどる。

(1)職 員の人事に関する事務を処理すること。

② 職員の福利厚生に関する事務を処理すること。

(3)公 文書類の接受及び公印の管守その他庶務に関すること。

(4)経 費及び収入の予算,決 算その他会計に関する事務を処理すること。

(5)行 政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること。

(6)庁 内の取締 りに関すること。

(7)前 各号に掲げるもののほか,他 の所掌に属しない事務を処理すること。

(美術部の二室及び事務)

第120条 美術部に,第 一研究室及び第二研究室を置 く。

2.第 一研究室においては,わ が国の上代,中 世及び近世の美術並びに東洋美術に関

する調査研究を行い,及 びその結果の公表を行う。
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3.第 二研究室においては,わ が国の近代及び現代の美術並びに西洋美術に関する調

査研究を行い,及 びその結果の公表を行うとともに黒田記念室に関する事務をつか

さどる。

(芸能部の三室及び事務)

第121条 芸能部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び民俗芸能研究室を置 く。

2.演 劇研究室においては,演 劇及びその保存に関する調査研究を行い,並 びにその

結果の公表を行う。

3.音 楽舞踊研究室においては,音 楽及び舞踊並びにこれらの保存に関する調査研究

を行い,並 びにその結果の公表を行う。

4.民 俗芸能研究室においては,民 俗芸能及びその保存に関する訓査研究 を行い,並

びにその結果の公表を行う。

(保存科学部の三室及び事務)

第122条 保 存科学部に,化 学研究窺,物 理研兜電及び生物研究室を置 く。

2.化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的調査研究(分 析化学

的調査研究を含む。)を 行い,並 びにその紡果の公表を行う。

3.物 理研究室においては文化財及びその保存に関する物理学的調査研究を行い,並

びにその結果の公表を行う。

4.生 物研究室においては文化財及びその保存に関する生物学的調査研究を行い,並

びにその結果の公表を行う。

(修復技術部の三室及び事務)

第122条 の2修 復技術部に,第 ・僚復技術研兜電,第 二修復披術研究室及び第三修復

技術研究室を置く。

2.第 一修復技術研究室においては,木,漆 その他次項及び第4項 の材料以外のもの

を材料 とする文化財の修復に閲する科学的,披 術的調査研究を行い,及 びその結果

の公表を行う。

3.第 二修復技術研究室においては,紙,布 又は革を材料 とする文化財の修復に関す

る科学的,技 術的訓査研究を行い,及 びその結果の公表を行 う。

4.第 三修復技術研究室においては,石,土 又は金属を材料とする文化財の修復に関

する科学的,技 術的訓査研究を行い,及 びその結果の公表を行う。
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(情報資料部の二室及び事務)

第122条 の3情 報資料部に,文 献資料研究室及び写真資料研究室を置く。

2.文 献資料研究室においては,第118条 第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌

に係る文献資料その他の資料(写 真資料を除く)の 作成,収 集,整 理,保 管,公

表,閲 覧及び調査研究を行う。

3.写 真資料研究室においては,第118条 第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌

に係る写真資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,閲 覧及び調査研究を行う,,
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本 文 中 に誤 りが あ り ま し た の で 下 記 の よ う に 訂 正 下 さ い。

一

ペ ージ 行 誤 正

P7 31 調査研 究員(非)広 瀬 美都 調査 員(非)広 瀬美 蔀

P7 33 調査研 究 員(非)丸 茂 美恵子 調査 員(非)丸 茂美 恵 子

P7 35 調査研 究 員(非)三 村 昌義 調査 員(非)三 村 昌義

P8 10 調 査 研 究 員(非)山 野:. 調査 員(非)山 野 島次

p28 ZO ..加 わ っ た も の で わ ..加 わ っ た も の で あ

p37 101. ..X線 回 分 析 を う予 定 X線 分析 を行 う予 定

p56 23 (..,張 △ 軍 と 共 著) (..,張{黒 軍 と 共 著)

p59 2 ⑤ セ ミナ ーの 文 化 財展 示.. ⑤ セ ミナ ー 文 化 財 の2示

p60 18 ① 前近 代 の銅生産 遺 跡 ②前 近 代 の銅 生産遺 跡

p60 19 ①遺跡探査法の再検討 ②遺跡探査法の再検討


